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Ⅰ ． は じ め に  

 1 )  背 景 ・ 問 題 意 識  

現 在 、 わ が 国 に お け る 外 国 人 登 録 者 数 は 2010 年 段 階 で

2,13 4 ,1 51人 と 日 本 の 人 口 の 1.7%を 占 め て い る 。2000年 段 階 の

外 国 人 登 録 者 数 が 1,686 ,4 4 4人 で あ っ た こ と か ら 、10年 前 と 比

べ て 外 国 人 登 録 者 数 は 約 447, 0 0 0人 増 加 し て お り 約 1.3倍 と な

っ て い る 。 こ の 現 状 は 日 本 に 定 住 す る 外 国 人 が 年 々 増 加 し て

い る こ と を 示 し て い る 。 定 住 す る 外 国 人 の 増 加 が 進 む に つ れ

地 元 住 民 と の 対 立 や 軋 轢 が 生 じ る よ う に な っ た 。 そ こ で 外 国

人 の 文 化 や 生 活 を 受 け 入 れ 、 と も に 生 活 し て い く と い う 「 多

文 化 共 生 」 と い う 概 念 が 生 ま れ た 。 総 務 省 (200 6 )の 報 告 書 に

よ る と 地 域 に お け る 多 文 化 共 生 は 「 国 籍 や 民 族 な ど の 異 な る

人 々 が 、 互 い の 文 化 的 ち が い を 認 め 合 い 、 対 等 な 関 係 を 築 こ

う と し な が ら 、地 域 社 会 の 構 成 員 と し て 共 に 生 き て い く こ と 」

と 定 義 さ れ て お り 、 「 多 文 化 共 生 を 推 進 し て い く た め に は 、

日 本 人 住 民 も 外 国 人 住 民 も 共 に 地 域 社 会 を 支 え る 主 体 で あ る

と い う 認 識 を も つ こ と が 大 切 で あ る 」 と 述 べ ら れ て い る 。 こ

の よ う に 地 域 社 会 は 流 入 し て く る 外 国 人 と ホ ス ト 社 会 ・ ホ ス

ト 住 民 が 一 体 と な っ て 初 め て 成 り 立 つ も の と 考 え ら れ る 。 し

か し 小 内 ・ 酒 井 (200 1 )が 指 摘 し て い る よ う に 、 外 国 人 集 住 地

区 の 研 究 は 外 国 人 自 身 や 外 国 人 の 受 け 入 れ 施 策 に 焦 点 を 合 わ

せ た も の が 多 く 、 ホ ス ト 住 民 に ま で 焦 点 を あ て た 研 究 は 決 し

て 多 い と は い え な い 。 実 際 、 今 回 調 査 対 象 地 と し て い る 東 京

都 新 宿 区 ・ 大 久 保 地 域 で は 1980年 代 頃 か ら 外 国 人 の 増 加 が 注

目 さ れ 、 1990年 代 か ら 社 会 学 ・ 文 化 人 類 学 の 分 野 を 中 心 に 多

く の 研 究 が な さ れ て い る 。 し か し 大 久 保 地 域 も 外 国 人 へ の 注

目 が 集 ま り 、 地 元 住 民 へ の 焦 点 は 当 て ら れ て こ な か っ た 。  
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 ま た こ こ 数 年 、 大 久 保 の コ リ ア タ ウ ン 化 が 顕 著 で あ る こ と

も 述 べ な け れ ば な ら な い 。 2000年 代 初 期 の 段 階 で は 、 大 久 保

は 各 国 の 店 舗 が 並 び「 エ ス ニ ッ ク・タ ウ ン 」「 多 文 化 な ま ち 」

(共 住 懇 ,201 1 )と 表 象 さ れ て い た 。 2011年 現 在 も 新 宿 区 に は

131カ 国 の 外 国 人 登 録 者 が 存 在 す る こ と か ら 可 視 ／ 不 可 視 に

関 わ ら ず 多 様 な 文 化 が 交 錯 し て い る ま ち で あ る と い え る 。 こ

の こ と か ら 稲 葉 (200 8 )は 大 久 保 を 「 重 層 的 な ま ち 」 と 表 し て

い る 。 し か し 、 2002年 の 日 韓 共 催 ワ ー ル ド カ ッ プ 、 2003年 か

ら 2004年 に か け て の 韓 流 ブ ー ム に よ っ て 韓 国 文 化 に 注 目 が 集

ま る と 日 本 人 客 を 対 象 と し た 韓 国 系 店 舗 が 増 加 し た 。 ま た 、

2010年 頃 に み ら れ た 、い わ ゆ る "第 2次 韓 流 ブ ー ム "( 1 )も 手 伝 っ

て 、 2011年 現 在 、 大 久 保 地 域 は 「 コ リ ア タ ウ ン 」 「 韓 流 の 聖

地 」と し て メ デ ィ ア に 取 り 上 げ ら れ 、全 国 か ら 年 間 約 300万 人

も の 観 光 客 が 集 ま る 一 大 観 光 地 と な っ た (K o r e a n - C u l t u r e  

C l u b , 2 0 1 1)。 し か し 、 メ デ ィ ア に も コ リ ア タ ウ ン の 一 面 を 取

り 上 げ ら れ る だ け で あ り 、 そ こ で 生 活 す る ホ ス ト 住 民 の 姿 や

声 と い う も の は 浮 か び 上 が っ て こ な い 。  

以 上 の 問 題 意 識 か ら 本 論 で は 大 久 保 地 域 、 と く に 新 大 久 保

商 店 街 を 事 例 に 外 国 人 集 住 地 域 の 変 容 を ホ ス ト 住 民 の 視 点 か

ら 述 べ て い く 。新 大 久 保 商 店 街 (以 下 、商 店 街 )は J R 山 手 線 新

大 久 保 駅 か ら 明 治 通 り ま で 大 久 保 通 り 沿 い に 広 が る 約 6 0 0ｍ

の 商 店 街 で あ る 。 商 店 街 の 歴 史 を 簡 潔 に 述 べ る と 、 そ の 由 来

は 大 正 末 期 に さ か の ぼ る 。1 9 4 5 年 の 東 京 大 空 襲 で 大 久 保 地 域

は 焼 け 野 原 と な っ た が 1 9 4 7 年 に は 新 大 久 保 商 店 街 振 興 組 合

(以 下 、 組 合 )の 前 身 で あ る 「 商 光 会 」 が 発 足 し た 。 高 度 経 済

成 長 期 に は 大 久 保 地 域 に 住 宅 や ア パ ー ト が 建 設 さ れ そ れ に 従

い 商 店 街 も 発 展 し た と 同 時 に 1 9 7 0 年 代 後 半 か ら そ れ ま で の
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店 舗 兼 住 宅 が ビ ル へ と 建 て 替 え ら れ て い っ た 。 ま た 歌 舞 伎 町

の 発 展 に 伴 い 、 従 業 員 の 多 く が 居 住 の 場 と し て い た 大 久 保 地

域 も 恩 恵 に あ ず か っ て い た 。 1 9 8 0 年 代 後 半 か ら 1 9 9 0 年 頃 は

大 久 保 地 域 に 外 国 人 が 多 く 住 み 始 め て い た も の の 、「 駅 前 に は

喫 茶 店 や 居 酒 屋 が 入 っ た ビ ル が あ り 、 沿 道 に は 生 鮮 食 品 を 商

う 店 舗 や 米 屋 、 酒 屋 を 始 め 、 食 堂 、 菓 子 屋 、 布 団 屋 、 不 動 産

屋 、 パ チ ン コ 店 な ど が 並 ぶ 、 ご く 普 通 の 商 店 街 で あ っ た 。 ま

た 氷 屋 、 落 花 生 屋 、 蒲 鉾 屋 な ど 昔 か ら の 商 店 も 残 っ て い た 。」

(稲 葉 , 2 0 0 8 )  し か し 2 0 0 0 年 頃 か ら 大 久 保 通 り に も 韓 国 系 店

舗 の 進 出 が 見 ら れ る よ う に な り 、2 0 11 年 現 在 で は 多 く の 韓 国

系 店 舗 が 立 ち 並 ぶ 観 光 地 と な っ た 。 そ の 一 方 、 商 店 街 の 既 存

店 舗 の 閉 店 ・ 移 転 が み ら れ 、 詳 し く は 後 述 す る が 、 短 期 間 の

地 域 の 変 容 に 組 合 が 戸 惑 っ て い る 姿 が 調 査 を 通 し て 見 受 け ら

れ た 。そ こ で 本 論 で は 2 0 0 0 年 初 期 か ら 2 0 11 年 現 在 ま で の 新

大 久 保 商 店 街 の 変 容 を 中 心 に 述 べ て い く 。  

本 論 の 構 成 と し て 、 ま ず 第 Ⅱ 章 で 韓 国 系 店 舗 の 参 入 に よ る

大 久 保 地 域 の 変 容 を 新 大 久 保 商 店 街 と 路 地 に お け る 韓 国 系 店

舗 の 進 出 と 既 存 店 舗 の 減 少 を 地 図 よ り 分 析 を 行 う 。 第 Ⅲ 章 で

は 聞 き 取 り 調 査 の 内 容 か ら ホ ス ト 住 民 の 視 点 で 地 域 の 変 容 と

そ の 影 響 を 述 べ る 。 そ し て 第 Ⅳ 章 で 変 容 し た 地 域 に お い て 地

元 住 民 は ど の よ う に 生 活 し て い る か を 述 べ 、 外 国 人 集 住 地 区

に お け る 日 本 人 の 在 り 方 を 示 す 。  

 

2 )  調 査 対 象 地 ・ 方 法  

調 査 対 象 地 は 百 人 町 1丁 目・ 2丁 目 、大 久 保 1丁 目 、2丁 目 (以

下 、「 大 久 保 地 域 」と 総 称 す る )と す る 。そ の う ち 店 舗 変 遷 に

お い て は 新 大 久 保 商 店 街 を 取 り 扱 う も の と す る 。調 査 方 法 は 、
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20 1 1年 3月 ・ 9月 ・ 12月 に 現 地 に 赴 き 、 新 大 久 保 商 店 街 振 興 組

合 の 会 員 5名 、大 久 保 全 体 の 変 化 を 知 る た め に 新 宿 区 内 を 拠 点

に 活 動 す る 市 民 団 体「 共 住 懇 」の 代 表 1名 に 聞 き 取 り 調 査 を 実

施 し た 。 ま た フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 実 施 し 住 宅 地 図 と 実 際 の 店

舗 を 照 合 し た 。 こ れ は 店 舗 の 入 れ 替 わ り の 頻 度 が 速 い た め 住

宅 地 図 を 見 る だ け で は 地 域 の 現 状 を 把 握 し き れ な い こ と が 理

由 と し て あ げ ら れ る 。 こ の フ ィ ー ル ド ワ ー ク を も と に 地 図 を

作 成 し 、 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 を 交 え て 大 久 保 地 域 の 変 容 の 解

釈 を 行 う も の と す る 。 な お 便 宜 上 、 本 論 に お い て ホ ス ト 住 民

と は 大 久 保 地 域 で 生 ま れ 育 っ た 住 民 を 、 既 存 店 舗 と は 2001年

段 階 で 商 店 街 地 図 に お い て 確 認 さ れ た 店 舗 を 指 す こ と と す る 。 

 

Ⅱ ． 大 久 保 地 域 の 変 遷  

 本 章 で は 2 0 0 0 年 代 に お け る 大 久 保 地 域 の 変 遷 を 人 口 統 計

と 店 舗 分 布 を 用 い て 説 明 を 行 う 。 人 口 統 計 は 新 宿 区 統 計 を 用

い 、 店 舗 分 布 は 住 宅 地 図 を も と に 新 大 久 保 商 店 街 振 興 組 合 の

発 行 す る 地 図 、 ま た は 韓 国 系 の 広 告 代 理 店 が 発 行 す る 無 料 の

タ ウ ン マ ッ プ を 参 考 に し て 作 成 し た 。 筆 者 が フ ィ ー ル ド ワ ー

ク に お い て 確 認 を 行 い 地 図 と 異 な る 場 合 は 訂 正 し た 。 な お 、

本 論 に お い て 韓 国 系 店 舗 と は 韓 国 の 料 理 や グ ッ ズ ・ 化 粧 品 な

ど 韓 国 発 の 文 化 を 商 品 と し て い る こ と 、 ま た 韓 国 人 が 店 舗 の

経 営 を し て い る こ と 、 こ の 2 点 の ど ち ら か を 満 た し て い れ ば

韓 国 系 店 舗 と し て 扱 う も の と す る 。  

 

1 )  大 久 保 地 域 の 概 要  

 本 研 究 の 対 象 と な る 大 久 保 １ 丁 目・２ 丁 目 、百 人 町 １ 丁 目・

２ 丁 目 (以 下 、「 大 久 保 地 域 」と 総 称 す る )は 東 京 都 新 宿 区 の や
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や 北 西 の 位 置 に あ る 。 早 稲 田 大 学 の 理 工 学 部 の キ ャ ン パ ス が

あ る 文 京 地 区 、繁 華 街 で あ る 歌 舞 伎 町 に 挟 ま れ た 地 域 で あ る 。

ま た 東 側 に は 東 京 メ ト ロ 副 都 心 線 と 都 営 地 下 鉄 大 江 戸 線 の 駅

が あ り 、 西 側 に は J R 山 手 線 の 新 大 久 保 駅 、 さ ら に 3 0 0 m ほ

ど 進 む と J R 中 央 線 の 大 久 保 駅 が あ り 交 通 の 便 が よ い 場 所 で

あ る と い え る (図 1 )。  

図 1． 調 査 対 象 地 の 概 観 図 (稲 葉 , 2 0 0 8 よ り 引 用 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 に 大 久 保 地 域 の 歴 史 に つ い て 述 べ る 。 鎌 倉 時 代 に 「 大 き

な 窪 地 」で あ る こ と か ら「 大 久 保 」と 呼 ば れ る よ う に な っ た 。

江 戸 時 代 、 内 藤 修 理 亮 の 家 来 で あ る 鉄 砲 隊 同 心 百 人 組 が 移 住

し て き た こ と か ら 、 百 人 町 と 呼 ば れ る よ う に な り 現 在 も 地 名

が 残 っ て い る 。 そ の 鉄 砲 隊 が 副 業 と し て つ つ じ を 栽 培 し 「 大
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久 保 の つ つ じ 園 」 と し て 江 戸 で 評 判 と な っ た 。 ま た 現 在 の 都

立 戸 山 公 園 の あ た り は 尾 張 徳 川 家 の 下 屋 敷 が お か れ 、 そ の 他

の 土 地 は 農 地 で あ り 下 級 武 士 や 農 民 、 町 民 が 混 在 す る 場 所 で

あ っ た 。  

 明 治 時 代 に な る と 、1 8 9 5 年 に 大 久 保 駅 が 操 業 開 始 さ れ 、田

畑 の あ る 郊 外 で あ っ た と い う 。 尾 張 徳 川 家 の 屋 敷 跡 に 陸 軍 学

校 が 設 立 さ れ る の を 契 機 に 軍 事 関 係 の 施 設 が 次 々 と 建 て ら れ

た た め 、 陸 海 軍 の 将 官 が 3 0 名 ほ ど 居 住 し て い た 。 1 9 2 3 年 、

関 東 大 震 災 が 発 生 す る が 災 害 を 免 れ 、 他 の 地 域 か ら の 転 入 が

増 加 し 発 展 し 始 め た 。 ま た 、 小 泉 八 雲 や 島 崎 藤 村 な ど の 文 化

人 や 政 府 高 官 、大 学 教 授 が 住 む 高 級 住 宅 街 で あ っ た 。し か し 、

太 平 洋 戦 争 に よ る 空 襲 で 大 久 保 地 域 は 焼 け 野 原 と な っ た 。 戦

後 に バ ラ ッ ク が 作 ら れ た 。  

 次 に 大 久 保 地 域 に 外 国 人 の 集 住 が 始 ま っ た 1 9 7 0 年 代 か ら

エ ス ニ ッ ク ・ タ ウ ン と 認 知 さ れ る 1 9 9 0 年 末 頃 ま で の 過 程 を

紹 介 す る 。 大 久 保 地 域 に お い て 外 国 人 の 増 加 が み ら れ る よ う

に な っ た の は 1 9 7 0 年 代 末 か ら 歌 舞 伎 町 で 働 く 外 国 人 が 増 加

し そ の 彼 女 た ち の 居 住 地 と な っ て い た の が 歌 舞 伎 町 か ら 徒 歩

圏 内 で あ る 大 久 保 地 域 周 辺 で あ っ た 。 そ れ に 加 え て 1 9 7 9 年

に 台 湾 で の 海 外 渡 航 自 由 化 、1 9 8 4 年 に は 中 国 で の 私 費 留 学 自

由 化 、1 9 8 9 年 に は 韓 国 で の 海 外 旅 行 完 全 自 由 化 ( 2 )と ア ジ ア 諸

国 の 政 策 に よ っ て 海 外 渡 航 の ハ ー ド ル が 下 が り 、 ま た 日 本 で

も 1 9 8 3 年 に「 留 学 生 受 け 入 れ 1 0 万 人 計 画 」に よ っ て 外 国 人

の 受 け 入 れ が 進 ん で い っ た 。 さ ら に 1 9 8 0 年 代 後 半 に な る と

前 述 の 歌 舞 伎 町 で 働 く 外 国 人 女 性 に 加 え て 大 久 保 地 域 に は 語

学 学 校 や 専 門 学 校 、 特 に コ ン ピ ュ ー タ 関 係 の 専 門 学 校 が 林 立

し た た め 留 学 生 や 就 学 生 が 多 く 集 ま っ た と 考 え ら れ る ( 稲
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葉 , 2 0 0 8 )。  次 に 大 久 保 地 域 に 暮 ら す 同 国 人 の た め の 店 舗 が

現 れ 始 め た 。飲 食 店 や 食 材 店・美 容 室 な ど が 挙 げ ら れ る 。1 9 9 0

年 代 中 頃 あ た り に 大 久 保 が 東 南 ア ジ ア の 人 た ち が 多 く 住 む ま

ち と し て 雑 誌 な ど で 紹 介 さ れ る よ う に な る と 、 こ れ ら の 「 エ

ス ニ ッ ク 系 施 設 」 (稲 葉 , 2 0 0 8 )は 客 の 対 象 を 同 国 人 だ け で な く

日 本 人 に 広 げ た 。 こ の よ う に し て 1 9 9 0 年 末 に は 大 久 保 ＝ エ

ス ニ ッ ク ・ タ ウ ン と い う イ メ ー ジ が 定 着 し た の で あ る 。  

 

2 )  人 口 統 計 か ら み る 大 久 保 地 域  

( a )人 口 数 と 世 帯 数  

2 0 11 年 1 2 月 現 在 、 新 宿 区 に よ る と 大 久 保 地 域 の 住 民 基 本

台 帳 人 口 数 、す な わ ち 日 本 人 人 口 数 は 1 4 , 1 0 2 人 、外 国 人 登 録

人 口 は 7 , 9 3 1 人 で あ り 総 人 口 は 2 2 , 0 3 3 人 で あ る 。外 国 人 比 率

は 3 6 %で あ り 、 こ れ は 新 宿 区 の 外 国 人 比 率 11 . 1 % ( 2 0 1 0 年 段

階 )を 上 回 っ て い る ( 3 )。参 考 と し て 外 国 人 集 住 都 市 会 議 に 参 加

し て い る 2 1 都 市 の 2 0 11 年 に お け る 外 国 人 比 率 は 平 均 4 . 5 %

で あ り 、 も っ と も 比 率 の 高 い 群 馬 県 大 泉 町 に お い て も 1 5 . 2 %

で あ る こ と か ら 、 大 久 保 地 域 に お け る 外 国 人 比 率 は 日 本 に お

け る 外 国 人 集 住 地 域 の 中 で も 高 く 、 日 本 の 中 で 最 も 外 国 人 が

暮 ら す 地 域 と い っ て も 過 言 で は な い 。 ま た 、 丁 目 別 に み る と

百 人 町 1 丁 目 は 日 本 人 人 口 数 が 2 , 9 6 0 人 、 外 国 人 登 録 者 数 は

1 , 4 9 2 人 で あ り 百 人 町 2 丁 目 は 日 本 人 人 口 が 3 , 0 6 9 人 で あ る

の に 対 し 外 国 人 登 録 者 数 は 1 , 7 4 6 人 で あ る 。 ま た 大 久 保 1 丁

目 は 日 本 人 人 口 が 2 , 5 0 4 人 、 外 国 人 登 録 者 数 は 1 , 9 2 7 人 で あ

り 大 久 保 2 丁 目 は 日 本 人 人 口 が 4 , 4 6 9 人 で あ る の に 対 し 外 国

人 登 録 者 数 は 2 , 7 6 6 人 で あ る 。 町 丁 目 別 に 外 国 人 比 率 を み る

と 大 久 保 1 丁 目 が 4 3 . 5 %と 最 も 外 国 人 比 率 が 高 く な っ て お り 、
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4 つ の 中 で は 外 国 人 比 率 が 最 も 低 い 大 久 保 2 丁 目 に お い て も

3 3 . 2 %と 、 全 国 的 に み て も 高 い 数 値 で あ る 。 こ の よ う に 大 久

保 地 域 に お け る 外 国 人 比 率 が 高 い 背 景 と し て 新 宿 自 治 創 造 研

究 所 ( 2 0 1 0 )は 、 歌 舞 伎 町 で 働 く 外 国 人 従 業 員 が 職 場 に 徒 歩 で

通 え る 大 久 保 地 域 に 住 む よ う に な っ た こ と 、 同 時 期 に 大 久 保

地 域 に 専 門 学 校 や 語 学 学 校 が 林 立 し 、 留 学 生 や 就 学 生 を ひ き

つ け た 、 と 述 べ て い る 。 特 に 大 久 保 1 丁 目 と 百 人 町 1 丁 目 は

職 安 通 り を 挟 ん で 歌 舞 伎 町 に 面 し て い る た め 、 大 久 保 通 り を

挟 ん で い る 大 久 保 2 丁 目 ・ 百 人 町 1 丁 目 に 比 べ て 外 国 人 比 率

が や や 高 く な っ て い る こ と が 分 か る 。 ま た 、 世 帯 数 は 住 民 基

本 台 帳 で は 9 , 7 2 0 世 帯 、 外 国 人 登 録 で は 6 , 5 1 5 世 帯 で あ る 。

人 口 数 か ら 日 本 人 の 1 世 帯 当 た り の 人 数 は 1 . 4 5 人 、外 国 人 の

1 世 帯 当 た り の 人 数 は 1 . 2 2 人 と な り 日 本 人・外 国 人 と も に 単

身 世 帯 ～ 2 人 世 帯 を 中 心 に 構 成 し て い る と 考 え ら れ る (表 1 )。 

 

 表 1． 大 久 保 地 域 に お け る 住 民 基 本 台 帳 人 口 と 外 国 人 登 録 人 口 数  

 住 民 基 本  

台 帳 人 口 数

( 人 )  

外 国 人 登 録

人 口 数 ( 人 )  

総 人 口 ( 人 )  外 国 人 比 率

百 人 町 1 丁 目 2 , 9 6 0 1 , 4 9 2 4 , 4 5 2  3 3 . 5 %

     2 丁 目 3 , 0 6 9 1 , 7 4 6 4 , 8 1 5  3 6 . 3 %

大 久 保 1 丁 目 2 , 5 0 4 1 , 9 2 7 4 , 4 3 1  4 3 . 5 %

     2 丁 目 5 , 5 6 9 2 , 7 6 6 8 , 3 3 5  3 3 . 2 %

合 計  1 4 , 1 0 2 7 , 9 3 1 2 2 , 0 3 3  3 6 . 0 %

新 宿 区 ( 2 0 11 )よ り 筆 者 作 成   

 

( b )住 民 基 本 台 帳 人 口 に お け る 年 齢 構 造  
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次 に 大 久 保 地 域 の 住 民 基 本 台 帳 人 口 を 年 齢 別 に み る 。 2 0 11

年 1 2 月 段 階 に お い て 大 久 保 地 域 の 5 歳 階 級 別 年 齢 構 造 は 図 2

の よ う に な っ て い る 。 2 5 歳 以 上 3 0 歳 未 満 が 最 も 多 い 1 , 2 6 6

人 、 次 い で 6 0 歳 以 上 6 5 歳 未 満 が 1 , 2 1 0 人 、 3 5 歳 以 上 4 0 歳

未 満 が 1 , 2 0 2 人 と 続 い て い る 。0 歳 以 上 1 5 歳 未 満 の 年 少 人 口

は 1 , 0 0 3 人 、1 5 歳 以 上 6 0 歳 未 満 の 生 産 年 齢 人 口 は 8 , 5 4 6 人 、

6 0 歳 以 上 の 老 年 人 口 は 4 , 5 5 3 人 で あ り 、生 産 年 齢 人 口 が 最 も

多 く 、 次 い で 老 年 人 口 、 年 少 人 口 と な っ て い る 。 住 民 基 本 台

帳 人 口 数 に お け る 6 0 歳 以 上 の 人 口 の 割 合 は 3 2 . 3 %で あ る の

に 対 し 、 1 5 歳 未 満 の 人 口 の 割 合 は 7 . 1 %と 大 久 保 地 域 に お い

て も 少 子 高 齢 化 が 進 ん で い る と い え る 。 ま た 、 外 国 人 登 録 人

口 に お け る 年 齢 構 造 は 参 考 と し て 新 宿 区 全 体 の も の を と り あ

げ る 。新 宿 自 治 創 造 研 究 所 ( 2 0 1 0 )に よ る と 、 2 0 1 0 年 段 階 で 外

国 人 登 録 者 数 の う ち 2 5 歳 以 上 2 9 歳 未 満 の 占 め る 割 合 が 最 も

大 き く 、次 い で 2 0 歳 以 上 2 4 歳 未 満 が 大 き い 。し か し 、 1 9 9 0

年 に は 明 ら か で あ っ た 他 年 齢 と の 差 は 小 さ く な っ て い る 。 こ

れ は 1 9 8 0 年 ～ 1 9 9 0 年 代 に 流 入 し た ニ ュ ー カ マ ー が そ の ま ま

定 住 し 年 齢 を 重 ね て い る こ と が 要 因 の 1 つ と さ れ る 。 こ れ は

新 宿 区 全 体 の 年 齢 構 造 で あ る が 、 大 久 保 地 域 は 新 宿 区 内 に お

い て も 外 国 人 比 率 が 高 い 地 域 で あ る こ と か ら 同 様 で あ る と 考

え ら れ る 。 以 上 の こ と か ら 大 久 保 地 域 の 人 口 は 、 日 本 人 に つ

い て は 2 0 代 後 半 か ら 3 0 代 前 半 と 6 0 代 の 人 口 を 中 心 に 構 成

さ れ て い る が 、 少 子 化 ・ 高 齢 化 が 進 ん で い る 。 そ れ に 対 し て

外 国 人 は 2 0 代 を 中 心 に 構 成 さ れ て い る が 、 1 9 8 0 年 代 か ら

1 9 9 0 年 代 に 来 日 し た 外 国 人 の 定 住 が 進 ん で い る こ と か ら 年

齢 層 が 厚 く な っ て い る と い え る 。  
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図 2． 2 0 11 年 に お け る 大 久 保 地 域 の 5 歳 階 級 別 年 齢 構 造  
 

( c )外 国 人 登 録 人 口 の 国 籍  

大 久 保 特 別 出 張 所 の 管 轄 ( 4 ) (以 下 、 大 久 保 地 区 )に お け る 外

国 人 の 集 住 状 況 を 国 籍 別 に み る と 、韓 国・朝 鮮 が 約 5 5 0 0 人 、

中 国 約 4 0 0 0 人 、 フ ィ リ ピ ン 約 3 6 0 人 、 タ イ 約 3 2 0 人 、 ネ パ

ー ル 約 3 0 0 人 、 ア メ リ カ 約 1 0 0 人 、 フ ラ ン ス 約 4 0 人 と な っ

て い る 。(新 宿 自 治 創 造 研 究 所 , 2 0 1 0 )  新 宿 区 に 住 む 外 国 人 を

国 籍 別 に み る と 韓 国 ・ 朝 鮮 、 中 国 、 ミ ャ ン マ ー 、 フ ラ ン ス 、

フ ィ リ ピ ン 、 ア メ リ カ 、 ネ パ ー ル 、 タ イ の 順 に 多 い が 、 図 3

よ り 大 久 保 地 域 で は 韓 国 ・ 朝 鮮 人 、 中 国 人 、 フ ィ リ ピ ン 人 、

タ イ 人 、 ネ パ ー ル 人 の 順 に 多 く 、 ア ジ ア 系 の 国 籍 を 持 つ 人 々

が 多 く 集 ま っ て い る こ と が わ か る 。 そ の 中 で も 特 に 韓 国 ・ 朝

鮮 人 、 中 国 人 が 多 い 地 域 で あ る と い え る 。  
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(新 宿 区 自 治 創 造 研 究 所 よ り 引 用 )  

図 3． 新 宿 区 に お け る 地 域 別 ・ 国 籍 別 外 国 人 登 録 人 口  
 

 

3 )  韓 国 系 店 舗 の 分 布 変 遷  

( a ) 2 0 0 1 年 ～ 2 0 11 年 の 変 遷  

前 節 で 大 久 保 地 域 に は 韓 国 ・ 朝 鮮 人 、 中 国 人 を 中 心 と す る

ア ジ ア 系 の 人 々 が 居 住 し て い る と 述 べ た 。 こ の 中 で も 2 0 0 0

年 代 、 韓 国 系 店 舗 の 進 出 が 目 立 っ た 。 そ こ で 韓 国 系 店 舗 の 店

舗 分 布 を 分 析 す る こ と で 韓 国 系 店 舗 の 進 出 を 考 察 す る 。 デ ー

タ は 2 0 0 1 年 (韓 流 ブ ー ム 以 前 )・2 0 0 8 年 (韓 流 ブ ー ム 後 )・2 0 11

年 (第 2 次 韓 流 ブ ー ム 後 )の も の を 用 い た 。 参 考 デ ー タ と し て

は 市 民 団 体 や 韓 国 系 の 広 告 代 理 店 が 発 行 し た 地 図 を 住 宅 地 図

に よ っ て 場 所 の 照 合 を お こ な っ た 。な お 、2 0 11 年 に 関 し て は

1 2 月 に お こ な っ た フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 結 果 も あ わ せ て い る 。

店 舗 の 分 類 は 、 共 住 懇 ( 2 0 0 1 )の エ リ ア マ ッ プ に お け る 分 類 を
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参 考 と し て い る 。「 飲 食 店 」に は 韓 国 料 理 店・惣 菜 店・喫 茶 店 ・

バ ー・ラ イ ブ ハ ウ ス が 含 ま れ て い る 。「 食 材 店 」は 韓 国 か ら 輸

入 さ れ た 食 材 を 扱 う 店 舗 を 指 す 。 ま た 、「 グ ッ ズ ・ コ ス メ 店 」

に は 韓 流 ス タ ー の グ ッ ズ 店 ・ 化 粧 品 店 ・ エ ス テ テ ィ ッ ク 店 が

含 ま れ て い る 。   

ま ず 2 0 0 1 年 の 大 久 保 地 域 か ら み て み よ う 。 図 4 - 1 に よ る

と 韓 国 系 店 舗 は 計 4 4 軒 確 認 で き 、 そ の う ち 韓 国 料 理 店 は 4 0

軒 、 食 材 店 は 2 軒 、 ま た ビ デ オ や C D を 取 り 扱 う 店 舗 が 2 軒

確 認 で き る 。丁 目 別 に み る と 大 久 保 1 丁 目 に 2 0 軒 、百 人 町 1

丁 目 に 1 2 軒 、大 久 保 1 丁 目 に 5 軒 、百 人 町 2 丁 目 に 4、歌 舞

伎 町 2 丁 目 に 1 軒 存 在 し て い る 。店 舗 分 布 も 前 節 の 人 口 と 同

じ く 歌 舞 伎 町 に 面 し て い る 大 久 保 1 丁 目 、百 人 町 1 丁 目 に 集

中 し て い る こ と が わ か る 。 特 に 店 舗 立 地 が 集 中 し て い る の は

大 久 保 通 り の 1 5 軒 、職 安 通 り の 11 軒 、大 久 保 通 り と 職 安 通

り を 結 ぶ 大 久 保 1 丁 目 の 路 地 、 通 称 大 久 保 の 竹 下 通 り (稲 葉 、

2 0 0 8 )の 6 軒 で あ る 。韓 国 系 の 店 舗 は 1 9 9 0 年 代 職 安 通 り を 中

心 に 展 開 し て い た が 、2 0 0 0 年 頃 に は 大 久 保 通 り に 通 じ る 路 地 、

そ し て 大 久 保 通 り に も 進 出 し て い る こ と が わ か る 。  
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  こ れ が 2 0 0 8 年 に な る と 、 韓 国 系 店 舗 は 計 1 4 3 軒 、 う ち 韓

国 料 理 店 が 1 2 7 軒 、食 材 店 が 7 軒 、韓 流 ス タ ー の グ ッ ズ 店 が

9 軒 と 2 0 0 1 年 に 比 べ て 大 き く 増 加 し て い る こ と が わ か る 。  

韓 国 料 理 店 の 増 加 は も ち ろ ん 、 韓 国 の 食 材 を 取 り 扱 う 店 舗 や

2 0 0 0 年 代 前 半 の 韓 流 ブ ー ム に よ っ て 韓 国 ス タ ー の グ ッ ズ を

取 り 扱 う 店 舗 が 出 現 し て お り 、 業 種 の 多 様 化 が 進 ん で い る こ

と が わ か る 。 丁 目 別 の 分 布 で は 大 久 保 １ 丁 目 に 6 5 軒 、 百 人

町 1 丁 目 に 4 4 軒 、大 久 保 2 丁 目 に 1 4 軒 、歌 舞 伎 町 2 丁 目 に

11 軒 、百 人 町 2 丁 目 に 8 軒 存 在 す る 。職 安 通 り 周 辺 で は 韓 国

系 店 舗 が 隣 接 、 あ る い は 1 つ の ビ ル に い く つ か の 店 舗 が 入 る

と い う 韓 国 系 店 舗 の 集 積 が み ら れ る よ う に な り 、 大 久 保 通 り

で も そ の 現 象 を 2 軒 確 認 で き る 。 ま た 大 久 保 の 竹 下 通 り に 加

え 、 大 久 保 通 り と 職 安 通 り を 結 ぶ 他 の 路 地 に も 韓 国 系 店 舗 が

進 出 し 始 め た 。 こ の 2 点 が 2 0 0 8 年 に お け る 特 徴 と い え る 。  
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さ ら に 2 0 11 年 に な る と 、 J R 山 手 線 の 東 側 で 韓 国 系 店 舗 の

増 加 が み ら れ る (図 4 - 3 )。  韓 国 系 店 舗 は 計 1 7 7 軒 あ り 、 そ

の う ち 飲 食 店 が 1 4 8 軒 、 食 材 店 が 4 軒 、 グ ッ ズ 店 が 2 5 軒 と

食 材 店 を 除 い た 業 種 で 増 加 が み ら れ 、 特 に 韓 国 の ス タ ー や ア

イ ド ル の グ ッ ズ ・ 化 粧 品 を 取 り 扱 う 店 舗 の 増 加 が 著 し い と い

え る 。丁 目 別 に み る と 、大 久 保 1 丁 目 に 1 0 2 軒 、百 人 町 1 丁

目 に 4 7 軒 、 百 人 町 1 丁 目 に 1 8 軒 、 大 久 保 2 丁 目 に 1 8 軒 、

歌 舞 伎 町 2 丁 目 に 5 軒 存 在 す る 。2 0 11 年 の 特 徴 と し て J R 新

大 久 保 駅 の よ り 近 い 場 所 に 韓 国 系 店 舗 が 進 出 し て い る こ と 、

ま た 店 舗 の 集 積 が 大 久 保 通 り や 大 久 保 の 竹 下 通 り で も 進 ん で

い る こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま ず 駅 周 辺 の 店 舗 増 加 は 、 百 人 町 2

丁 目 と 大 久 保 2 丁 目 の 店 舗 数 が 2 0 11 年 に お い て 逆 転 し て い

る こ と か ら い え る 。ま た 大 久 保 通 り で は １ つ の ビ ル へ の 集 積 、

大 久 保 の 竹 下 通 り で は 1 つ の 区 画 の 中 に 異 な る 店 舗 が 屋 台 の

よ う に 集 ま っ て 営 業 を 行 っ て い る も の も あ っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 17 - 
 



( b )各 年 代 間 の 比 較 ・ 考 察  

  こ こ で は 前 節 の 分 布 よ り 、 店 舗 数 と 業 種 に 関 し て 比 較 を 行

う 。ま ず 店 舗 数 を み る と 2 0 0 1 年 か ら 2 0 11 年 に か け て 店 舗 数

は 増 加 し て い る こ と が わ か る 。 2 0 0 1 年 か ら 2 0 0 8 年 に か け て

大 き く 増 加 し て い る が 、 2 0 0 8 年 か ら 2 0 11 年 に か け て そ の 伸

び は 鈍 化 し て い る 。 ま た 業 種 別 に み て み る と 2 0 0 1 年 か ら

2 0 0 8 年 に か け て は 飲 食 店 が 8 7 店 舗 増 加 し て い る が 、2 0 0 8 年

か ら 2 0 11 年 に か け て は 2 1 軒 増 加 に と ど ま っ て い る 。次 に 食

材 店 で あ る が 、 2 0 0 1 年 か ら 2 0 0 8 年 に か け て 5 軒 増 加 し て い

る が 、 2 0 0 8 年 か ら 2 0 11 年 に か け て は 3 軒 減 少 し て い た 。 ま

た 、雑 貨 店 は 2 0 0 1 年 か ら 2 0 0 8 年 に か け て 6 軒 増 加 し 、2 0 0 8

年 か ら 2 0 11 年 に か け て 1 7 軒 増 加 し て い る 。こ の よ う に 韓 国

系 店 舗 が 増 加 し た 背 景 と し て 、 客 の 対 象 を 同 胞 か ら 日 本 人 へ

切 り 替 え た こ と が 考 え ら れ る 。2 0 0 1 年 以 前 は 大 久 保 地 域 周 辺

に 住 む 韓 国 人 を 対 象 と し た 店 舗 で あ っ た が 、2 0 0 2 年 の 日 韓 ワ

ー ル ド カ ッ プ 、 そ し て 2 0 0 3 年 に か け て の 韓 流 ブ ー ム に よ っ

て 日 本 人 が 韓 国 の 文 化 に 興 味 を 持 つ よ う に な る と 、 日 本 人 を

客 層 と し た 韓 国 料 理 店 や 韓 流 ス タ ー の グ ッ ズ 店 が 相 次 い で 出

店 し た 。 こ れ が 2 0 0 1 年 か ら 2 0 0 8 年 に か け て の 現 象 で あ る 。

さ ら に 2 0 0 8 年 か ら 2 0 11 年 の 間 に ”第 2 次 韓 流 ブ ー ム ”が 起 き 、

メ デ ィ ア で K - P O P や 韓 国 の 美 容 が 取 り 上 げ ら れ た た め 、 韓

流 ア イ ド ル の グ ッ ズ 店 や 化 粧 品 を 取 り 扱 う 店 舗 が 増 加 し た と

い え る 。  

 

4 )  新 大 久 保 商 店 街 の 変 遷  

 前 節 で 大 久 保 地 域 に お け る 韓 国 系 店 舗 の 増 加 が 著 し い と 述

べ た が 、 第 Ⅰ 章 で も 述 べ た よ う に 大 久 保 地 域 は 日 本 人 の 住 宅
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街 で あ っ た と 述 べ て い る 。 こ こ で は 2 0 0 0 年 代 、 大 久 保 地 域

に お い て ど の よ う な 変 化 が 起 き た の か 日 本 人 側 の 視 点 か ら 考

察 す る 。こ れ を 行 う に あ た っ て 新 大 久 保 商 店 街 に お け る 2 0 0 1

年 か ら 2 0 11 年 に か け て の 店 舗 分 布 を み る 。 前 述 の と お り 、

新 大 久 保 商 店 街 は 1 9 9 0 年 頃 ま で 地 元 住 民 を 対 象 と し た 「 普

通 」 の 商 店 街 で あ っ た 。 し か し 現 在 は 年 間 約 3 0 0 万 人 が 訪 れ

る 観 光 地 へ と 大 き く 変 化 し た 。 こ の 地 域 の 変 容 が 既 存 の 店 舗

に ど の よ う な 影 響 を も た ら し た の か を 考 察 す る 。  

( a )新 大 久 保 商 店 街 に お け る 既 存 店 舗 の 減 少  

   組 合 に よ る と 、 2 0 11 年 7 月 段 階 で 新 大 久 保 商 店 街 に 1 4 3

軒 登 録 さ れ て い る 。そ の う ち 3 9 軒 が 韓 国 料 理・韓 流 グ ッ ズ ・

食 材 な ど を 取 り 扱 う 韓 国 系 店 舗 で あ り 、台 湾 料 理 店 1 軒 を 除

く 計 1 0 3 店 舗 を こ こ で は 日 本 人 店 舗 と 定 義 す る 。 2 0 11 年 段

階 に お い て 日 本 人 店 舗 を 業 種 別 に み る と 飲 食 店 が 2 3 軒 、 食

料 品 ・ 酒 販 売 が 11 軒 、美 容 関 係 が 2 0 軒 、日 用 品 ・ 趣 味 関 係

が 2 3 軒 、暮 ら し 関 係 が 1 6 軒 、病 院・薬 局 が 1 0 軒 あ る (図 5 )。

業 種 を 詳 し く み る と 、 飲 食 店 は 和 食 ・ 居 酒 屋 ・ 喫 茶 店 、 食 料

品 に は 果 物 屋 ・ 鶏 肉 屋 ・ 酒 屋 ・ 和 菓 子 屋 ・ 米 屋 ・ 弁 当 販 売 ・

米 屋 ・ 豆 屋 が あ る 。 ま た 、 美 容 関 係 に は 美 容 室 ・ 理 容 室 ・ エ

ス テ ・ 服 屋 ・ メ ガ ネ 屋 ・ 化 粧 品 ・ 靴 屋 ・ ク リ ー ニ ン グ 屋 が あ

り 、日 用 品・趣 味 関 係 に は 貸 し ス ペ ー ス・会 計 事 務 所・本 屋 ・

氷 屋 ・ ラ イ ブ ハ ウ ス ・ パ チ ン コ 店 ・ 広 告 社 ・ イ ン テ リ ア ・ 花

屋 ・ ペ ッ ト 店 ・ 印 鑑 ・ 写 真 ・ 印 刷 ・ 手 芸 用 品 ・ 自 転 車 ・ 瀬 戸

物 ・ ホ ー ル ・ 1 0 0 円 シ ョ ッ プ ・ 熱 帯 魚 販 売 ・ ビ デ オ 店 ・ 文 具

屋 が 含 ま れ る 。 暮 ら し に は 不 動 産 ・ 電 気 工 事 ・ 警 備 ・ ビ ル 管

理 ・ 建 設 ・ 銀 行 ・ 鍵 屋 ・ 宅 急 便 ・ 大 工 セ ン タ ー ・ 銭 湯 ・ ガ ス

会 社 が 含 ま れ 、 医 院 ・ 薬 局 に は 歯 医 者 ・ 産 婦 人 科 ・ 眼 科 ・ 薬
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局 ・ 接 骨 院 ・ 整 骨 院 が 含 ま れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5． 2 0 11 年 に お け る 新 大 久 保 商 店 街 の 業 種 別 店 舗 数  

(筆 者 作 成 )

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図 6． 新 大 久 保 商 店 街 に お け る 存 続 店 舗 数 の 推 移  

(筆 者 作 成 )
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し か し 、 2 0 0 1 年 以 前 か ら 存 続 し て い る 店 舗 は 4 7 軒 に と ど

ま る 。 図 6 を み る と 、 2 0 0 1 年 段 階 で 飲 食 店 は 3 8 軒 で あ っ た

の が 、 2 0 0 6 年 に は 2 1 軒 、 2 0 11 年 に は 1 2 軒 と 1 0 年 感 に 2 6

軒 減 少 し て お り 、食 料 品・酒 販 売 で は 2 0 0 1 年 か ら 2 0 11 年 に

か け て 8 軒 減 少 し て い る 。 ま た 美 容 関 係 で は 4 軒 の 減 少 、 日

用 品・趣 味 関 係 で は 7 軒 の 減 少 、暮 ら し 関 係 で は 4 軒 の 減 少 、

医 院・薬 局 は 2 0 0 1 年 段 階 で 4 軒 あ っ た う ち 2 0 11 年 に は 2 軒

し か 現 存 し て い な い 。  

  図 7 は 2 0 0 1 年 段 階 に お い て 営 業 し て い た 店 舗 の 変 遷 を 示

し た 地 図 で あ る 。赤 色 は 2 0 0 1 年 か ら 2 0 0 5 年 の 間 に 閉 店 し た

店 舗 、青 色 は 2 0 0 6 年 か ら 2 0 1 0 年 の 間 に 閉 店 し た 店 舗 、緑 色

は 2 0 11 年 に 閉 店 し た 店 舗 を 示 し て い る 。 2 0 0 1 年 か ら 2 0 0 5

年 に か け て 2 9 店 舗 減 少 し 、2 0 0 6 年 か ら 2 0 1 0 年 に か け て は 8

店 舗 、さ ら に 2 0 11 年 の 1 年 間 で 1 2 店 舗 減 少 し て い る 。新 大

久 保 商 店 街 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る ル ー テ ル 教 会 を 境 界 と し て

東 西 を 比 較 す る と 、J R 新 大 久 保 駅 か ら ル ー テ ル 教 会 の 間 に お

い て 店 舗 数 は 2 0 0 1 年 5 2 軒 で あ っ た が 2 0 11 年 に な る と 4 2

軒 が 閉 店・移 転 し 、現 存 し て い る 店 舗 は 1 5 軒 で あ る 。一 方 、

ル ー テ ル 教 会 か ら 明 治 通 り の 間 の 店 舗 は 2 0 0 1 年 段 階 で 4 0 軒

中 9 軒 の 減 少 に と ど ま っ て お り 2 0 11 年 段 階 で 3 1 軒 は 現 在 も

営 業 を 続 け て い る 。 つ ま り J R 新 大 久 保 駅 に 近 け れ ば 近 い ほ

ど 店 舗 数 の 減 少 が 大 き く な っ て い る と い え る 。 こ れ は 駅 に 近

く な る ほ ど 他 店 と の 競 争 が 激 し く な り 、 ま た テ ナ ン ト 料 が 高

い た め 店 舗 の 移 り 変 わ る ス ピ ー ド が 早 い こ と が 要 因 で あ る と

聞 き 取 り 調 査 か ら 明 ら か と な っ た 。 既 存 店 舗 の 閉 店 後 、 韓 国

系 店 舗 が 入 れ 替 わ る よ う に し て 入 店 し た た め 2 0 11 年 現 在 、

図 4 - 3 の よ う に 大 久 保 通 り に は 多 く の 韓 国 系 店 舗 が 立 ち 並 ぶ
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景 観 を 形 成 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ( b )大 久 保 の 竹 下 通 り の 変 遷  

  大 久 保 地 域 の 変 容 は 大 通 り だ け で は な く 、 そ の 間 の 路 地 ま

で 及 ん で い る 。 次 に 大 久 保 通 り と 職 安 通 り を 結 ぶ 路 地 の 変 容

を 大 久 保 の 竹 下 通 り を 例 に み て い き た い 。 図 8 の 2 0 0 1 年 の

部 分 を み る と ホ テ ル が 8 軒 あ り 、韓 国 系 店 舗 は 7 軒 し か な い 。

ま た 駐 車 場 が 4 軒 と 専 門 学 校 が あ る こ と も 確 認 で き る 。 こ れ

が 2 0 0 8 年 に な る と ホ テ ル は 5 軒 に 減 少 し 、 韓 国 系 店 舗 は 1 5

軒 に 増 加 し て い る 。 専 門 学 校 は 閉 校 し た が 駐 車 場 は ホ テ ル 跡

地 に 1 軒 つ く ら れ た こ と に よ り 5 軒 と 増 加 し て い る 。そ し て

2 0 11 年 に な る と ホ テ ル は 3 軒 に ま で 減 少 、 韓 国 系 店 舗 は 3 1

軒 と さ ら に 増 加 し て い る こ と が わ か る 。 駐 車 場 は 2 軒 と 減 少

し 、 現 在 そ の 場 所 は 3 軒 中 2 軒 に 韓 国 系 店 舗 が 入 り 、 残 る 1

軒 は 工 事 中 で あ っ た 。  
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  大 久 保 の 竹 下 通 り は 当 初 、 住 宅 地 で あ り な が ら ホ テ ル や 小

さ な 店 舗 も 点 在 す る 雑 居 空 間 で あ っ た 。 こ こ に 韓 国 系 店 舗 が

進 出 し て く る の だ が 、 そ の 要 因 と し て 住 宅 地 で あ る た め 大 久

保 通 り や 職 安 通 り と い っ た 大 通 り に 比 べ て 地 価 ・ テ ナ ン ト 料

と も に 安 い 傾 向 に あ る こ と が 挙 げ ら れ る ( 6 )。 ゆ え に 出 店 す る

際 の 資 金 を 抑 え る こ と が で き る た め 、 外 国 人 で も 参 入 し や す

い 状 況 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 そ し て 2 0 0 8 年 に な る と ホ テ

ル の 跡 地 に 韓 国 系 店 舗 が 入 っ て い る こ と が 分 か る 。 ま た 駐 車

場 の ス ペ ー ス に 屋 台 風 の 店 を 出 す 人 も 現 れ 始 め た 。2 0 11 年 に

な る と 駐 車 場 で あ っ た と こ ろ が 韓 国 系 店 舗 に 変 わ っ て い る こ

と が わ か る 。 こ れ は 職 安 通 り で 韓 国 食 材 を 販 売 す る 店 舗 が 進

出 し 屋 台 村 と し て 飲 食 店 の 営 業 を 行 っ て い る 。 こ の よ う に 大

久 保 地 域 の 路 地 は 店 舗 や ホ テ ル が 雑 居 す る 住 宅 地 で あ っ た が 、

現 在 は 韓 国 系 店 舗 の 進 出 が 目 覚 ま し く 、 大 久 保 通 り ～ 大 久 保
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の 竹 下 通 り ～ 職 安 通 り と い う コ リ ア タ ウ ン ツ ア ー を 形 成 す る

重 要 な 路 地 で あ る と い え る 。 し か し こ の 大 久 保 の 竹 下 通 り は

歌 舞 伎 町 か ら 大 久 保 通 り へ 車 両 の 通 行 で き る 数 少 な い 車 道 で

あ る た め 車 の 通 行 が 多 い 。 そ こ へ 外 来 客 が 押 し 寄 せ て い る た

め 車 の 通 行 が 妨 げ ら れ て い る 場 面 を し ば し ば 見 か け た 。 ま た

個 人 の 住 宅 へ 入 ら な い よ う に 注 意 を 促 し て い る 看 板 も 見 受 け

ら れ た 。  

 

Ⅲ ． 地 域 の 変 容 過 程 と ホ ス ト 住 民 へ の 影 響  

 前 章 で は 地 図 や 人 口 統 計 の 観 点 か ら 大 久 保 地 域 の 変 容 を 考

察 し た 。 本 章 で は よ り 具 体 的 に 大 久 保 が ど の よ う に 変 容 し た

か 、 ま た 大 き く 変 化 し た 現 在 の 大 久 保 に 対 す る 住 民 の 思 い を

聞 き 取 り 調 査 の 結 果 を も と に 述 べ て い く 。 本 章 で 取 り 上 げ る

4 件 の 事 例 の う ち 2 件 は 貸 し ビ ル 業 を 営 ん で お り 、 そ の 2 件

に 対 し て は 所 有 す る ビ ル を 韓 国 系 の 店 舗 に 貸 す 過 程 に つ い て

も 説 明 を 行 う 。  

 

1） 事 例 1  A さ ん の 場 合  ( 2 0 11 年 3 月 イ ン タ ビ ュ ー )  

 A さ ん は 百 人 町 1 丁 目 で 熱 帯 魚 の 販 売 店 を 営 ん で い る 5 0

代 の 男 性 で あ る 。 ま た 2 0 0 9 年 か ら 現 在 、 商 店 街 振 興 組 合 の

理 事 長 を 担 当 し て い る 。 A さ ん は 大 久 保 で 生 ま れ 育 ち 、 船 の

機 関 士 を 1 5 年 ほ ど し て か ら 家 業 で あ る 販 売 店 を 継 い だ 。  

昔 か ら こ こ は 韓 国 人 の 住 ん で い た 地 域 で は あ っ た が こ の 1

年 半 の 変 化 に は 驚 く ば か り で あ る 。2 0 0 0 年 頃 は 地 価 の 低 い 職

安 通 り 周 辺 に 出 店 し て い た が 、 そ こ で 儲 け る と 次 は 地 価 の 高

い 大 久 保 通 り に も 進 出 し て く る よ う に な っ た 。 さ ら に ビ ル の

2 階 か ら よ り テ ナ ン ト 料 の 高 い １ 階 へ と 移 っ て き て い る 。 こ
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の よ う に し て 今 の よ う な 景 観 と な っ た 。 韓 国 料 理 店 や 食 材

店 ・ グ ッ ズ 店 を 目 当 て に し て 、 平 日 も 観 光 客 が た く さ ん 来 る

し 、 週 末 に な る と さ ら に 混 雑 す る 。 新 大 久 保 駅 や 駅 前 は 狭 い

た め 待 ち 合 わ せ の 人 で 常 に あ ふ れ て い る 。 危 険 な の で 「 立 ち

止 ま ら な い で 」 と い う 看 板 を 立 て て い る 。 歩 道 に 人 が あ ふ れ

て い る か ら 車 や 自 転 車 と い っ た 交 通 手 段 も 使 い に く く 地 元 の

住 民 は 外 出 す る 気 に な れ な い 。 そ う い っ た 意 味 で は 今 の 大 久

保 は 地 元 の 住 民 に と っ て 暮 ら し に く い 状 態 で あ る と い え る 。  

観 光 客 が た く さ ん 来 る か ら と い っ て 、 既 存 の 商 店 が 潤 っ て

い る か と い え ば そ う で も な い 。 近 所 の 靴 屋 さ ん は 韓 国 で 人 気

の 靴 を 取 り 扱 う よ う に な っ た と こ ろ 日 本 人 も 韓 国 人 も 買 い に

来 て く れ る よ う だ が 多 く の 店 が 観 光 客 の 呼 び 込 み に 苦 労 し て

い る 。 私 の 店 で も よ く 観 光 客 は 興 味 で 店 を の ぞ き に 来 て く れ

る 。 全 国 に 配 達 を す る こ と は 可 能 だ が 買 う ま で に は な か な か

至 ら な い 。 韓 国 人 へ の ビ ジ ネ ス と し て は 熱 帯 魚 と 水 槽 を 卸 し

て い る 。 商 店 街 の 状 況 と し て は 韓 国 系 の 店 舗 が た く さ ん あ る

お か げ で 空 き 店 舗 は 無 い 。 し か し 、 会 費 を 払 っ て く れ て い る

の は 3 0 店 舗 ほ ど し か な い 。商 店 街 の 活 動 を や っ て く れ る 人 は

ほ と ん ど い な い 。 韓 国 の お 店 は 自 分 の 店 の 儲 け と 観 光 客 を ま

わ す こ と で 精 一 杯 で ま ち の こ と は 考 え て く れ な い 。2 0 0 0 年 ご

ろ に 韓 国 人 の ニ ュ ー カ マ ー で つ く る 「 新 宿 韓 人 会 」 と い う 組

織 が 発 足 し た が 、 地 元 と の 調 整 を し て く れ る わ け で は な い 。

韓 国 人 の 経 営 者 に も 大 久 保 の ま ち を こ う し た い 、 と い う 思 い

は あ る よ う で あ る が そ れ を ま と め き れ て い な い 。 我 々 が こ の

組 織 に 期 待 し す ぎ た の か も し れ な い 。 こ の ま ち の コ リ ア タ ウ

ン 化 、 そ の 変 化 の ス ピ ー ド に 私 た ち は 戸 惑 っ て い る 。 こ の ま

ま で は 韓 国 人 に こ の ま ち を 乗 っ 取 ら れ て し ま う の も 時 間 の 問
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題 で あ る 。私 に は 2 人 息 子 が い る が 、「 店 を 継 い で ほ し い 」な

ん て と て も 言 え な い 。 た だ 、 こ の ま ち で 生 ま れ 育 っ た ニ ュ ー

カ マ ー 2 世 が 社 会 進 出 す る 年 齢 に な っ て き て い る 。 彼 ら と は

つ な が れ る か も し れ な い 。  

 

2） 事 例 2  B さ ん の 場 合  ( 2 0 11 年 9 月 イ ン タ ビ ュ ー )  

 B さ ん は 大 久 保 1 丁 目 で 化 粧 品 販 売 店 を 営 ん で い る 6 0 代 の

男 性 で あ る 。1 9 5 1 年 に 大 久 保 で 生 ま れ 大 久 保 で 育 っ た 。当 時

は 木 造 の 建 物 が 並 ぶ 商 店 街 で あ っ た が 中 学 生 の こ ろ か ら ま ち

の 整 備 が 進 ん で き た 。 大 学 を 出 て 一 旦 就 職 す る が 、 長 男 で あ

る た め 2 6 歳 の と き に 家 業 で あ る 化 粧 品 販 売 店 を 継 い だ 。  

1 9 7 0 年 代 頃 ま で 大 久 保 は 山 の 手 と い う イ メ ー ジ で あ っ た

が 、 隣 の 歌 舞 伎 町 の 発 展 を き っ か け に 変 化 し た と い え る 。 店

の 客 層 も 3 0 年 前 ま で は 地 元 の 人 は も ち ろ ん 、歌 舞 伎 町 で 働 く

人 が 中 心 で あ っ た 。 2 0 年 前 頃 か ら ま ち に 外 国 人 の 人 が 増 え 、

お 客 さ ん で も 外 国 人 の 人 が 増 え た 、 と い う 印 象 だ っ た 。 こ の

頃 バ ブ ル の 影 響 も あ っ て 木 造 の 長 屋 を ビ ル に 建 て 替 え が 進 ん

だ 時 期 で も あ っ た 。し か し 、2 0 0 0 年 頃 に な る と 逆 に 外 国 人 の

お 客 さ ん は 減 っ た 。 な ぜ な ら 外 国 人 同 士 の コ ミ ュ ニ テ ィ が 成

熟 し て き て わ ざ わ ざ 日 本 人 と 付 き 合 わ な く て も 生 活 が で き る

よ う に な っ た た め だ と 思 う 。 な の で 現 在 の お 客 さ ん は 昔 か ら

付 き 合 い の あ る 常 連 さ ん ば か り だ 。 現 在 は 観 光 客 が た く さ ん

来 る の で そ の 人 た ち を ど う 取 り 込 む か が 今 後 の 課 題 で あ る と

い え る 。  

 私 は 2 0 0 2 年 か ら 2 0 0 9 年 ま で 商 店 街 振 興 組 合 の 理 事 長 を 担

当 し て い た 。 理 事 長 に な っ た 当 初 の 課 題 は 外 国 人 、 主 に 韓 国

人・中 国 人 と ど う お 付 き 合 い し て い く か と い う こ と で あ っ た 。
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し か し こ れ が 上 手 く い か な い 。例 え ば 毎 年 1 0 月 に 大 久 保 ま つ

り と い う 組 合 主 催 の 行 事 を 行 っ て い る の だ が 、 こ れ は 商 店 街

の 人 に 対 し て お 互 い を 労 う 側 面 も あ る 。 こ の お 祭 り に 組 合 で

屋 台 を 出 し て い る の だ が 、 手 伝 い に 来 る は ず の 韓 国 系 店 舗 の

人 が 来 て い な い 。「 え ー っ 」と 驚 い て 連 絡 を し て な ん と か ア ル

バ イ ト の 子 に 来 て も ら っ た が 「 何 を し た ら い い の か 分 か り ま

せ ん 」 と 言 わ れ た 。 こ の 頃 か ら 韓 国 系 の 店 舗 は 、 個 人 経 営 で

あ っ た も の が 力 を つ け 事 業 化 す る も の が 出 て き た 。 つ ま り 経

営 者 と 現 場 で 働 く 人 が 違 う の で あ る 。 現 場 は 雇 わ れ 店 長 や ア

ル バ イ ト で あ る か ら 「 組 合 に 入 っ て ほ し い 」 と 言 っ て も 「 な

ぜ 入 ら な け れ ば い け な い の か ？ 私 で は 決 め る こ と が で き な い

か ら 社 長 に 聞 い て 」 と 言 う し 、 経 営 者 は そ れ ぞ れ の 仕 事 が 忙

し く て 商 店 街 の 行 事 に 参 加 し た り 、 仕 事 し た り と い う こ と に

は 関 心 が な い よ う だ 。 地 域 に 外 国 人 が 多 い か ら と い っ て そ れ

が 問 題 に な る と は 限 ら な い 。 例 え ば 神 楽 坂 に は フ ラ ン ス 人 が

多 く 住 ん で い る が 、 そ こ は 地 元 住 民 と う ま く や っ て い る よ う

で あ る 。 な ぜ な ら そ こ に 住 む フ ラ ン ス 人 は 日 本 の 文 化 が 好 き

で そ こ に 住 ん で い る か ら 。 対 し て 大 久 保 は 韓 国 の 文 化 を 売 っ

て い る 。そ し て 観 光 客 は 韓 国 料 理 や K - P O P と い っ た 韓 国 文 化 、

つ ま り 日 本 と の 違 い を 求 め て こ こ に 来 る 。 そ の よ う な 人 達 に

は 私 た ち の よ う な 地 元 の 商 店 に は 目 を 向 け な い 。 こ の よ う な

場 所 に な っ て し ま っ た 今 、 外 国 人 と 仲 良 く し て い こ う と い う

意 識 を 持 ち 辛 い の が 地 元 住 民 の 現 状 で あ る 。  

ど ん ど ん と ま ち は 変 わ っ て い く が 、 そ の 変 化 は 私 た ち が 起

こ し た も の で な い 。 自 分 達 の ま ち で は な い よ う で あ る 。 住 民

と 韓 国 人 が 一 体 で な く ば ら ば ら な の で 、 地 域 の バ ト ン を 誰 に

渡 し て よ い の か も 分 か ら な い 。 現 在 、 韓 国 人 に よ る ビ ル の 買
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収 が 続 い て お り 、 ま す ま す コ リ ア タ ウ ン 化 し て い る 。 韓 国 食

品 の 販 売 を 行 っ て い る 社 長 は 、 大 久 保 を 韓 国 の テ ー マ パ ー ク

に し た い と 言 っ て い る よ う だ が 、 今 の 韓 流 バ ブ ル が は じ け て

し ま っ た ら こ の ま ち は ど う な る の か と い う 心 配 も あ る 。 し か

し 、 多 く の 店 舗 が 立 ち 並 び 、 観 光 客 が 押 し 寄 せ る 状 況 は 私 た

ち だ け で は 作 り 出 せ な か っ た と 思 う 。 こ れ ら を 大 切 な 資 産 と

捉 え る 方 が 良 い の だ が 、 そ れ は や は り 困 難 な こ と で あ る 。 自

分 の ふ る さ と が ど ん ど ん 変 わ っ て し ま っ た 今 、「 自 分 の ま ち が

好 き か ？ 」 と 聞 か れ て も 直 ぐ に 「 は い 」 と 言 え な い 自 分 が い

る 。 日 本 人 と 韓 国 人 が 折 り 合 い を つ け て 自 慢 し た く な る ま ち

へ 変 え て い き た い と 思 う 。  

 

3） 事 例 3  C さ ん の 場 合  ( 2 0 11 年 9 月 イ ン タ ビ ュ ー )  

C ビ ル の 所 有 者 で あ る C さ ん は 百 人 町 2 丁 目 で 貸 し ビ ル 業

を 営 ん で い る 。現 在 の 住 ま い は 北 新 宿 だ が 、 1 9 4 9 年 に 今 の C

ビ ル の あ る 場 所 で 生 ま れ 育 っ た 。 1 9 7 7 年 に 父 の 店 で あ る C

商 店 を 継 ぐ 。 家 庭 雑 貨 の 小 売 店 で あ っ た が 2 0 0 0 年 に 貸 ビ ル

業 へ 移 行 し た 。 以 後 現 在 ま で テ ナ ン ト を 貸 し て 生 計 を 立 て て

い る 。 ビ ル は 4 階 建 て で あ り 、 2 0 0 7 年 ま で 1・ 2 階 は ゲ ー ム

セ ン タ ー 、 3 階 は ダ ン ス 教 室 、 4 階 は か つ ら 屋 だ っ た 。 3 階 と

4 階 は 1～ 2 年 の ス パ ン で 店 舗 の 入 れ 替 わ り が あ っ た 。ゲ ー ム

セ ン タ ー に 1・2 階 を 貸 し て い る 最 中 に 大 手 コ ン ビ ニ チ ェ ー ン

か ら 1 階 を 貸 し て 欲 し い と 持 ち か け ら れ た 。 ゲ ー ム セ ン タ ー

が 撤 退 し コ ン ビ ニ が 入 る と 2 階 が 空 き 店 舗 と な っ た 。 そ こ で

募 集 を か け た と こ ろ 韓 国 人 経 営 の ラ イ ブ ハ ウ ス の ビ ル か ら イ

ン タ ー ネ ッ ト カ フ ェ が 移 っ て き た 。 こ の カ フ ェ は 在 日 韓 国 人

が 経 営 し て い る 。そ し て 現 在 、2 階 は カ フ ェ 、3 階 は 2 階 の カ
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フ ェ の 事 務 所 と し て 貸 し て い る 。4 階 は ビ リ ヤ ー ド 店 で あ る 。

4 階 は ニ ュ ー カ マ ー の 韓 国 人 が 経 営 し て い る 。3 月 の 東 日 本 大

震 災 で 韓 国 か ら 帰 国 命 令 が 出 た が 、 2 階 の 経 営 者 は 日 本 に と

ど ま っ た 。 4 階 の 経 営 者 は 一 旦 帰 国 す る が す ぐ に こ ち ら へ 戻

っ て き た 。 借 主 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 良 好 で あ る 。 逆 に

信 頼 関 係 が な い と テ ナ ン ト を 貸 す こ と が で き な い (図 9 )。  

  
～ 2 0 0 0

年  
～ 2 0 0 9 年  2 0 0 9 年  2 0 1 1 年  

4 F  

C 商 店  

か つ ら 店 ( ※ )

イ ン タ ー ネ ッ ト カ

フ ェ  

ビ リ ヤ ー ド 店  

3 F  
ダ ン ス 教 室

( ※ )  
事 務 所  

2 F  ゲ ー ム セ ン タ

ー  

コ ー ヒ ー シ ョ ッ

プ  

1 F  大 手 コ ン ビ ニ  大 手 コ ン ビ ニ  

黄 色 は 韓 国 系 店 舗 で あ る こ と を 示 し て い る  

( ※ ) 1 ～ 2 年 で の 入 れ 替 わ り  

図 9 . C ビ ル に お け る テ ナ ン ト の 変 遷  ( 筆 者 作 成 )  

 

こ の ま ち が な ぜ コ リ ア タ ウ ン と な っ て し ま っ た の か 我 々 に

も 分 か ら な い 。 こ れ は メ デ ィ ア の 影 響 が 大 き い と 思 う 。 横 浜

の 中 華 街 に 勢 い が な い の を み て い る と 、 う ち の 商 店 街 も い つ

か 現 在 の 勢 い が な く な っ て し ま う の で は な い か 。  

こ こ 最 近 、 貸 し ビ ル 業 に 移 行 す る 人 が 増 え て き た 。 貸 し ビ

ル 業 と 家 具 の 販 売 業 を 長 年 し て い た 人 は 家 具 店 を 閉 め 、 貸 し

ビ ル 業 だ け に 専 念 す る と 言 っ て い た 。 ま た ビ ル ご と 売 り 払 っ

て こ の ま ち を 出 て い く 人 も 出 て き た 。 1 年 ほ ど 前 に 酒 問 屋 を

営 ん で い た 人 は 問 屋 を 他 の 区 に 移 し 、 住 ま い も 区 内 で は あ る
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が 転 出 し て し ま っ た 。 自 分 の ビ ル を 売 る と い う こ と は 相 当 の

決 断 で は あ る が 、 ビ ル を 売 る こ と に 対 し て 商 店 街 の な か で も

意 見 が 分 か れ て い る 。  

私 の ビ ル の 横 に 長 年 空 き ビ ル が あ る が 、 そ こ を 韓 国 系 の 不

動 産 業 者 が 狙 っ て い る と い う ( 5 )。 近 く の 文 房 具 店 に は 「 ビ ル

を 売 っ て く れ な い か 」と 毎 日 の よ う に 不 動 産 屋 の 営 業 が 来 て 、

中 に は 「 店 舗 の 商 品 を 全 部 買 い 取 る か ら 売 っ て 欲 し い 」 と 言

う 人 も い る ら し い 。 今 は こ の 場 所 を ほ し が っ て い る 人 が 多 い

が 、 外 部 の 人 に ど ん ど ん 貸 し て し ま う と 既 存 の 地 域 関 係 が 壊

れ て し ま う 。  

ま た 、町 会 と 商 店 街 組 合 は 相 反 す る 考 え を 持 っ て い る 。町

会 は 自 分 達 の「 生 活 」を 守 る た め に 外 国 人 な ん か 追 い 出 せ と

い う 雰 囲 気 で あ る が 、 商 店 街 は 自 分 達 の 「 商 売 」 を 守 る た め

に 、ど ん ど ん 入 っ て く る 外 国 人 と な ん と か や っ て い か な け れ

ば な ら な い 。 だ か ら 地 元 の 住 民 、 商 店 主 、 そ し て 外 国 人 が こ

の ま ち で 一 緒 に 住 む た め に は ル ー ル 整 備 が 必 要 だ と 思 う 。ま

た 観 光 客 が あ ま り に も 増 え す ぎ た た め 、い つ 人 災 が 起 き る の

か と 心 配 に な る 。 3 月 の 東 日 本 大 震 災 で 都 内 で は 多 く の 帰 宅

困 難 者 が 出 た か ら 、も し 今 後 災 害 が 起 き た 時 、こ の ま ち は ど

の よ う に 対 処 す べ き か 。そ の よ う な 意 味 で も 地 域 と の 交 流 を

ス ム ー ズ に し 、地 域 内 の つ な が り を 維 持 し て い き た い と 思 う 。 

   

4） 事 例 4  D さ ん の 場 合 ( 2 0 11 年 1 2 月 イ ン タ ビ ュ ー )  

D ビ ル の 所 有 者 で あ る D さ ん は 百 人 町 1 丁 目 で 2 棟 の ビ ル

管 理 を し て い る 。明 治 の 終 わ り ご ろ に 曽 祖 父 が 新 潟 県 ・ 長 岡

か ら 移 転 し て き て 以 来 、大 久 保 界 隈 で 桶 作 り と 井 戸 掘 り を 手

が け て き た 。 D さ ん 自 身 は 1 9 4 3 年 、 隣 町 で あ る 新 宿 区 百 人
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町 で 生 ま れ た 。戦 争 の こ と は 覚 え て い な い が 、戦 後 に バ ラ ッ

ク が た く さ ん 並 ん で い た こ と は 記 憶 に 残 っ て い る と い う 。

1 9 6 6 年 に 大 学 卒 業 後 、 家 業 の 風 呂 桶 製 造 販 売 を 継 い だ 。 そ

の 後 は ガ ス 会 社 の 代 理 店 と し て 住 宅 や 店 舗 の ガ ス 整 備 を 行

っ て き た 。 1 9 8 6 年 に は 株 式 会 社 に 組 織 変 更 し 建 設 業 も 開 始

す る 。 そ し て 1 9 9 1 年 に は も と も と 倉 庫 と し て 使 用 し て い た

土 地 に 第 2 ビ ル を 建 設 す る 。 そ の ビ ル は 1 階 ～ 2 階 ・ 4 階 に

D さ ん の 経 営 す る ガ ス 代 理 店 が 入 り 、 3 階 は 個 人 の 部 屋 と し

て 使 用 し て い た 。 ま た 第 1 ビ ル の 1 階 ～ 2 階 ・ 4 階 は ガ ス 代

理 店 が 入 り 、 3 階 ・ 5 階 を 住 居 と し て 利 用 し て い た 。 2 0 0 8 年

に ガ ス 会 社 の 会 社 分 割 に よ り 経 営 の 第 一 線 を 退 き 、 以 後 は 2

棟 の ビ ル 管 理 を お こ な っ て い る 。 第 1・ 第 2 ビ ル 両 方 に お い

て い た ガ ス 代 理 店 を 第 1 ビ ル に 集 積 す る こ と に な り 、そ の 結

果 、 第 2 ビ ル の 1～ 2 階 ・ 4 階 が 空 き 部 屋 と な っ た 。 そ こ で

不 動 産 業 者 を 通 じ て 借 り 手 を 募 集 し て み た と こ ろ わ ず か 1 週

間 で 借 り 手 が 見 つ か っ た 。以 後 、 1 階 を 韓 国 料 理 店 、 2～ 4 階

を 韓 流 グ ッ ズ 店 に 貸 し て い る (図 1 0 )。 第 2 ビ ル を 借 り た 韓

流 グ ッ ズ 店 の オ ー ナ ー は 、「 こ の ビ ル の デ ザ イ ン を 気 に 入 っ

た の で ぜ ひ 貸 し て ほ し い 」と い っ た と い う 。現 在 、第 1 ビ ル

の 3 フ ロ ア を ガ ス 代 理 店 に 貸 し て い る が 、し ば し ば 不 動 産 業

者 か ら「 ビ ル を 貸 し て く れ な い か 」と い う 話 を 持 ち か け ら れ

る 。第 2 ビ ル の 韓 流 グ ッ ズ 店 の オ ー ナ ー も 第 1 ビ ル に 進 出 し

た い そ う だ 。  
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第 1 ビ ル  ～ 2 0 0 9 年  2 0 0 9 年 ～  

5 F  住 宅  住 宅  

4 F  ㈱ D  代 理 店  

3 F  住 宅  研 究 所  

2 F  
㈱ D  

ガ ス 会 社  

代 理 店  1 F  

第 2 ビ ル  1 9 9 1 年 ～ 2 0 0 9 年 2 0 0 9 年 ～  

4 F  ガ ス 代 理 店  

韓 流 グ ッ ズ 店  3 F  研 究 所  

2 F  
ガ ス 代 理 店  

1 F  韓 国 料 理 店  

図 1 0 .  D 第 1 ・ 第 2 ビ ル に お け る 店 舗 の 変 遷  ( 筆 者 作 成 )  

 

ま ず 観 光 客 の 多 さ に 困 る 。歩 道 が 狭 い の で 休 日 に な る と 観

光 客 は 歩 道 だ け で な く 車 道 に 広 が っ て し ま う 。隣 ビ ル の 韓 国

料 理 店 は 2 4 時 間 営 業 な の で 、 深 夜 で も 大 き な 話 し 声 が 聞 こ

え る 。さ ら に 酔 っ ぱ ら い が 喧 嘩 を 始 め る の で 警 察 も サ イ レ ン

を 鳴 ら し な が ら や っ て き て 、 妻 は 寝 ら れ な い と 言 っ て い た 。

治 安 が 前 よ り 悪 く な っ た 、 と い う 印 象 が あ る 。 ま た 、 一 般 ゴ

ミ の 回 収 が 今 年 の 4 月 か ら 週 2 回 に な っ て し ま っ た 。業 者 に

毎 日 回 収 し て も ら っ て い る 飲 食 店 も あ る が そ う で な い 店 も

あ る 。分 別 す ら し て い な い ゴ ミ を わ ざ わ ざ う ち の 前 に 積 ん で

行 く 人 も い る 。 妻 は そ の ゴ ミ 袋 に 「 持 っ て 帰 っ て く だ さ い 」

と 張 り 紙 を す る が 効 果 が な い 。そ れ で 毎 朝 1 時 間 ほ ど 店 の 前

を 掃 除 す る の が 日 課 と な っ て い る 。  

   私 の よ う に 店 舗 と 住 居 が 一 緒 に な っ て い る 人 は こ の ま ち
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か ら 出 て い こ う と は あ ま り 思 わ な い が 、住 む だ け の 人 は 嫌 に

な っ て し ま う の で は な い か 。実 際 、第 2 ビ ル の 電 気 の 配 線 を

切 ら れ た こ と が あ る 。お そ ら く 韓 国 系 の 店 舗 を よ く 思 っ て な

い 人 が 嫌 が ら せ を し た の だ ろ う 。  

大 久 保 1 丁 目 の 人 口 は 約 7 割 が 外 国 人 で あ る 。 5 年 前 に 国

勢 調 査 の 書 類 を 5 0 世 帯 ほ ど に 配 布 し た が 、そ の う ち 日 本 人 は

わ ず か 5 人 で あ っ た 。 大 久 保 通 り に は 韓 国 系 の 店 舗 が 並 ん で

い る が 、 実 際 住 ん で い る の は 中 国 人 と 韓 国 人 が 半 々 く ら い 。

大 久 保 小 学 校 も 生 徒 の 3 分 の 2 が 外 国 人 で あ り 、 国 籍 も 様 々

な の で 先 生 が 7 カ 国 語 で 保 護 者 に 連 絡 を し て い る よ う だ 。 私

の 代 理 店 で も 韓 国 人 と 中 国 人 と チ ュ ニ ジ ア 人 が い て 国 際 色 豊

か で あ る 。 し か し 今 後 、 大 久 保 は 中 華 街 の よ う に コ リ ア タ ウ

ン と し て 観 光 地 化 し て い く の で は な い か 。 大 久 保 が 「 多 文 化

の ま ち 」 か ら 「 コ リ ア タ ウ ン 」 へ 変 化 し た 象 徴 的 な 出 来 事 が

あ る 。 そ れ は 百 人 町 に あ っ た 百 人 町 屋 台 村 と い う エ ス ニ ッ ク

料 理 店 が な く な り 、 韓 国 料 理 店 へ 変 わ っ て し ま っ た こ と だ 。

百 人 町 の ほ う や 北 新 宿 に は 様 々 な 民 族 の 店 舗 が あ る の だ か ら

「 エ ス ニ ッ ク の ま ち 」 と い う 面 を も っ と 打 ち 出 し て い く と よ

い と 思 う 。  

 

5 )  聞 き 取 り の 分 析  

( a )大 久 保 地 域 の 性 質 の 変 化   

上 の 事 例 よ り 、 新 大 久 保 商 店 街 の 店 舗 は 5 0～ 6 0 歳 代 の 店

主 を 中 心 に 構 成 さ れ て い る こ と が わ か る 。い ず れ も 出 生 は 大

久 保 地 域 周 辺 で あ り 、学 校 卒 業 後 に 他 の 職 種 を 経 験 す る 場 合

も あ る が 、家 業 を 継 い で い る 。住 居 は 店 舗 を 兼 ね て い る 場 合

が 多 く 、 低 層 部 を 店 舗 、 最 上 階 を 住 居 と し て い る 。 ま た 住 居

- 33 - 
 



と 店 舗 が 別 で あ っ て も 事 例 ４ の よ う に 隣 町 に 住 ん で お り 、自

宅 と 店 舗 は 徒 歩 圏・も し く は 自 転 車 で 移 動 す る こ と が 可 能 で

あ る 。こ れ ら の こ と か ら 、新 大 久 保 商 店 街 は ホ ス ト 住 民 に と

っ て 商 売 だ け で は な く 生 活 の 場 で も あ り 、職 住 が 一 体 と な っ

た 場 所 で あ る と い え る 。し か し 、韓 国 系 店 舗 の 進 出 に よ っ て 、

大 久 保 地 域 は 韓 国 人 経 営 者 や 現 場 の 労 働 者 に と っ て は 商 業

地 、外 部 の 人 間 に と っ て は 韓 国 料 理 店 や 食 材 店 、ス タ ー グ ッ

ズ 店 の 揃 う 観 光 地 で あ る 。こ の よ う に 職 住 の 場 で あ っ た も の

が 短 期 間 で 観 光 商 業 地 の 側 面 を も っ た こ と に よ り 、現 在 、ホ

ス ト 住 民 は 自 身 の 生 活 環 境 に 大 き く 不 満 を も っ て い る 。ま ず

上 の イ ン フ ォ ー マ ン ト の 話 よ り「 人 の 多 さ 」「 交 通 の 不 便 」「 騒

音 」「 ご み 問 題 」 と い う 不 満 要 素 が 浮 か び 上 が っ て く る 。 ま

ず 「 人 の 多 さ 」 で あ る が 、 J R 新 大 久 保 駅 の 1 日 の 平 均 利 用

者 数 が 過 去 最 高 を 記 録 し て い る よ う に 大 久 保 地 域 を 訪 れ る

人 は 増 加 し て い る 。 そ れ に よ っ て 「 交 通 の 不 便 」 と い う 問 題

が 表 れ て き た 。大 久 保 通 り は 片 道 1 車 線 の 車 道 と そ の 両 端 に

幅 1 m ほ ど の 歩 道 が あ る 。 観 光 客 が 増 え た 今 、 歩 道 は 常 に 人

で あ ふ れ て い る 。 実 際 、 筆 者 が 現 地 調 査 で 商 店 街 を 歩 く と 、

韓 国 料 理 店 の 行 列 や テ レ ビ の 取 材 に 対 す る ”出 待 ち ”を 確 認 す

る こ と が で き た 。観 光 客 の 多 さ は 歩 道 だ け で は 対 応 で き な い

う え に 、こ れ ら の 行 為 に よ っ て 歩 行 者 の 交 通 が 妨 げ ら れ て い

る と い え る 。 聞 き 取 り 調 査 の な か で 、 J R 新 大 久 保 駅 ～ ル ー

テ ル 教 会 前 ま で の 道 が 特 に 混 雑 し て い る た め 、あ え て 反 対 側

の 都 営 地 下 鉄 東 新 宿 駅 を 利 用 し て い る と い う 回 答 も 得 ら れ

た 。「 騒 音 」 や 「 ご み 問 題 」 も 観 光 商 業 地 化 に よ り 発 生 し た

問 題 で あ る と い え る 。  
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( b )既 存 店 舗 が 韓 国 系 店 舗 へ 渡 る フ ロ ー  

    ま た 新 大 久 保 商 店 街 で は 貸 し ビ ル 業 に 転 換 す る 店 主 が 増 加

し て い る 。実 際 に 事 例 3・ 4 の 店 主 も 2 0 0 0 年 代 に 家 業 か ら 貸

し ビ ル 業 へ 転 向 し て い る 。 も と も と 自 分 の 土 地 に ビ ル を 建 て

低 層 階 を 店 舗 と し 、 事 例 4 の 場 合 で は 高 層 階 を 住 居 と し て い

た 。2 0 0 0 年 代 か ら 店 主 の 高 齢 化 、家 業 の 不 振 に よ っ て 貸 し ビ

ル 業 に 転 向 し 、 低 層 階 を テ ナ ン ト と し て 不 動 産 業 者 を 通 じ て

貸 し に 出 す 。 新 大 久 保 商 店 街 は 土 地 の 利 便 性 か ら チ ェ ー ン 店

が よ く 入 っ た と い う 。 こ れ は 事 例 3 で 大 手 コ ン ビ ニ チ ェ ー ン

が テ ナ ン ト と 貸 し て ほ し い と 営 業 に き た と い う 話 に 当 て は ま

る 。 こ の 頃 か ら 韓 国 系 店 舗 が テ ナ ン ト と し て 入 り 始 め た 。 こ

の 当 時 、 韓 国 系 店 舗 は 職 安 通 り を 中 心 に 展 開 し て い た た め 新

た な 立 地 を 求 め た こ と 、 ま た 職 安 通 り に 比 べ て 地 価 の 高 い 大

久 保 通 り に 出 店 で き る ほ ど の 資 本 が あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。

さ ら に 事 例 3 で イ ン タ ー ネ ッ ト カ フ ェ が 近 隣 の ビ ル か ら 移 転

し て き た こ と か ら 韓 国 人 同 士 で 不 動 産 情 報 の や り 取 り を し て

い る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 、 新 大 久 保 商 店 街 の 店 舗

主 は 、 自 分 の 持 っ て い る 土 地 に ビ ル を 建 て 店 舗 兼 住 居 と し て

い た 。 し か し バ ブ ル 崩 壊 後 の 不 景 気 ・ 店 主 の 高 齢 化 と い っ た

要 因 か ら テ ナ ン ト 貸 し へ と 移 行 す る 。 そ こ へ 大 手 チ ェ ー ン 店

に 加 え て 、 資 本 を 蓄 え た 韓 国 人 が 商 店 街 に 出 店 し た 。 次 に 韓

国 人 経 営 者 が 資 本 を 蓄 え 、 商 店 街 、 あ る い は 大 久 保 地 域 に 店

舗 展 開 を す る 。 実 際 に 新 大 久 保 商 店 街 で 多 角 的 に 経 営 を 行 っ

て い る 韓 国 系 店 舗 は 2 0 0 3 年 に イ ン タ ー ネ ッ ト カ フ ェ を 出 店

し 、 2 0 0 5 年 に 韓 国 料 理 店 を 出 店 す る 。 2 0 0 9 年 に は 韓 国 食 材

店 、 2 0 1 0 年 ～ 11 年 に か け て 韓 国 料 理 店 の 2 号 店 と 化 粧 品 販

売 店 を 出 店 し て い る 。 こ の よ う に 韓 国 系 店 舗 が 新 大 久 保 商 店
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街 で 立 地 展 開 し て い る 背 景 に は 不 動 産 業 者 に よ る ビ ル の 買 収

が 考 え ら れ る 。 事 例 3 の 「 持 ち ビ ル を 売 り 払 っ て 他 地 域 に 転

出 す る 人 も 出 た 」 と い う 話 や 事 例 4 の 「 不 動 産 業 者 に ビ ル を

貸 し て く れ な い か と 話 を 持 ち か け ら れ る 」 と い う 話 に も あ る

よ う に 既 存 店 舗 が 韓 国 系 の 店 舗 に 渡 る フ ロ ー に は 不 動 産 業 者

の 存 在 が 見 ら れ る 。 こ れ ら の 不 動 産 業 者 の な か に は 韓 国 人 の

経 営 す る 会 社 も 存 在 す る 。 実 際 に 上 の 韓 国 料 理 店 が 入 っ て い

る ビ ル は 大 久 保 地 域 を 中 心 に 展 開 す る 韓 国 系 不 動 産 業 者 が 管

理 を 行 っ て い る 。 日 ・ 韓 の 不 動 産 業 者 に と っ て も 新 大 久 保 商

店 街 は 駅 に 近 く 、 集 客 力 が 大 き い た め 買 い 手 ・ 借 り 手 が あ る

こ と か ら 、 ビ ル の 買 収 を 狙 っ て い る と 考 え ら れ る 。  

 

 本 章 で は 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 と そ の 分 析 を 行 っ た が 、 こ の

過 程 の 問 題 点 と し て 、 地 域 の 性 質 が 変 容 し た こ と に よ り ホ ス

ト 住 民 が 利 益 を 受 け て い る と は い え ず 、 む し ろ 負 の 影 響 を 受

け て い る こ と が 挙 げ ら れ る 。「 通 行 の し に く さ 」 や 「 騒 音 」、

「 ゴ ミ 問 題 」 と い っ た 不 満 要 素 が 挙 げ ら れ た だ け で は な く 、

町 会 と 商 店 街 の 不 和 も 生 み 出 し て い る 。 経 済 面 に お い て も 、

観 光 客 の 取 り 込 み に 苦 労 し て い る 店 が 多 く 、 商 店 街 を 訪 れ る

人 が 増 加 し た か ら と い っ て 決 し て 利 益 を 得 て い る わ け で は な

い 。 利 益 を 得 て い る の は 大 手 資 本 と 韓 国 系 の 資 本 ・ 不 動 産 業

者 で あ り 、 そ の 利 益 が 地 元 に 還 元 さ れ て い る と は 言 い 難 い 。

組 合 の 話 し 合 い で 「 外 国 人 と 分 か り あ う 必 要 は な い 」 と い う

結 論 に 至 っ た よ う に ホ ス ト 住 民 は 現 状 に も は や 諦 め を 感 じ て

い る こ と が 窺 え た 。  

 

Ⅳ ． 考 察  
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 第 Ⅱ 章 、 第 Ⅲ 章 と 2 0 0 0 年 代 に お け る 大 久 保 地 域 の 変 遷 を

み て き た 。 本 章 で は 地 域 の 変 容 と そ の 影 響 に つ い て 考 察 を 行

う 。  

 

1 )  経 済 活 動 の 外 部 拡 大  

商 店 街 に お け る 経 済 活 動 は 2 0 0 0 年 代 以 前 、 大 久 保 地 域 内

と そ の 周 辺 で 完 結 し て い た 。 し か し 2 0 0 0 年 代 に お い て 観 光

地 化 し 全 国 か ら 観 光 客 が 集 ま る よ う に な っ た こ と で 商 店 街 へ

の 来 客 は 大 幅 に 増 加 し た 。 し か し 商 店 街 に お い て 活 発 な 消 費

が 行 わ れ て い る の は 韓 国 系 店 舗 で あ り 既 存 店 舗 が そ の 利 益 を

全 て 享 受 し て い る と は い え な い 。 韓 国 系 店 舗 に は 韓 国 人 経 営

者 、 さ ら に 日 本 の 資 本 が 出 資 し て い る 店 舗 も あ り 観 光 客 の 消

費 が 地 域 に 還 元 さ れ ず 外 部 に 流 出 し て い る 状 態 で あ る と い え

る 。そ こ で 既 存 店 舗 は ① 地 元 住 民 を 対 象 と し た 営 業 を 続 け る 、

② 韓 国 文 化 を 商 品 と し 観 光 客 を 取 り 込 む 、 ③ 家 業 の 営 業 を 辞

め 、 貸 し ビ ル 業 に 転 換 す る ④ ビ ル を 売 り 大 久 保 地 域 か ら 転 出

す る 、 と い う 4 つ の 選 択 肢 の い ず れ か を と っ て い る こ と が わ

か っ た 。 ③ 、 ④ を 選 択 す る 際 に 不 動 産 業 者 が 介 入 し て い る こ

と が 聞 き 取 り 調 査 に お い て 明 ら か に な っ て い る 。 よ っ て 不 動

産 業 者 も 大 久 保 地 域 の 変 容 に 関 与 し 利 益 を 得 た ア ク タ ー で あ

る と い え る 。  

 

2 )  地 域 関 係 に お け る 軋 轢 の 発 生  

  大 久 保 地 域 が 住 宅 街 か ら 観 光 地 へ 変 化 し た こ と で 様 々 な 問

題 が 起 き て い る こ と は 第 Ⅲ 章 で 触 れ た 。 観 光 地 化 に よ っ て 商

店 街 へ の 来 客 が 増 加 し た こ と で 通 行 の し に く さ 、 店 舗 の ご み

増 加 が 起 き て い る 。 ま た 韓 国 系 店 舗 の 営 業 時 間 が 深 夜 に 及 ん
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で い る こ と に よ る 騒 音 も あ り 住 環 境 は 悪 化 し て い る 。 そ れ に

よ っ て 町 会 と 組 合 で 意 見 が 分 か れ て い る こ と も 聞 き 取 り で 明

ら か に な っ た 。 町 会 は 「 住 民 」 の み で 構 成 さ れ て い る 一 方 、

組 合 は 「 住 民 」 で あ り 「 商 店 主 」 で も あ る 人 か ら 構 成 さ れ て

い る 。 前 者 は 大 久 保 地 域 に お け る 住 環 境 の 悪 化 か ら 韓 国 系 店

舗 、 外 部 の 観 光 客 に 対 し て 良 い 印 象 を 持 っ て い な い 。 対 し て

後 者 は 「 住 民 」 と し て は 町 会 と 同 じ 立 場 で あ る が 、「 商 店 主 」

と し て は 韓 国 系 店 舗 や 外 部 の 観 光 客 と 付 き 合 っ て い か な け れ

ば な ら な い と 考 え て い る 。 大 久 保 地 域 内 の ２ つ の 組 織 に お い

て 認 識 が 異 な る た め 、 と き に 韓 国 系 店 舗 の 入 る テ ナ ン ト へ の

嫌 が ら せ が 起 き る 事 例 も 確 認 さ れ た 。 さ ら に 組 合 内 に お い て

も 前 項 で 述 べ た よ う に ビ ル を 売 却 し て 他 地 域 に 転 出 す る 人 も

現 れ た 。 こ れ は 組 合 内 で も 賛 否 が 分 か れ て お り 、 反 対 派 は 地

域 関 係 の 希 薄 化 を 懸 念 し て い る 。 以 上 の こ と か ら 大 久 保 地 域

が 観 光 地 化 し た こ と が 地 域 の 住 民 関 係 に 影 響 を 及 ぼ し て い る

と い え る 。  

以 上 の 点 か ら 、 大 久 保 地 域 の 観 光 地 化 は 地 域 の 経 済 活 動 の

外 部 化 を 促 し そ れ に よ っ て ホ ス ト 住 民 が 業 種 転 換 す る こ と で

こ の ま ち で 生 き 残 ろ う と し て い る こ と 、 ま た 地 域 の 住 民 関 係

に 軋 轢 を 生 み 出 し た こ と か ら 地 域 に と っ て 必 ず し も 良 い 影 響

を 与 え て い る と は い え な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 町 会 ・ 組

合 ・ 韓 国 系 店 舗 ・ 外 部 の 観 光 客 で は 大 久 保 地 域 に 求 め て い る

も の が 異 な り 、 そ れ ゆ え ホ ス ト 住 民 に と っ て 地 域 マ ネ ジ メ ン

ト 、 そ し て 大 久 保 地 域 の 将 来 像 を 見 出 せ な い 状 況 を つ く っ て

い る 。店 主 も 6 0 代 が 中 心 に な っ て お り 家 業 の 後 継 を 考 え る 時

期 に さ し か か っ て い る が 、 現 状 で は 家 業 を 継 が せ ら れ る 状 態

で は な い と の 回 答 も 得 ら れ た 。 韓 国 人 経 営 者 の 中 に は 商 店 街
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に 関 す る 要 望 を も っ て い る が そ れ ら を ま と め る 組 織 が な く 、

今 は 観 光 客 へ の 対 応 に 追 わ れ て お り 現 段 階 で は 地 域 を マ ネ ジ

メ ン ト す る に 至 っ て い な い 。 ま ち の 担 い 手 の 不 在 － こ れ が 大

久 保 地 域 を よ り 混 沌 と し た 状 態 を 生 み 出 し て い る 。  

そ れ で も な お 、 組 合 は 通 行 に 関 す る 要 望 書 を 区 に 提 出 し た

り 、 定 期 的 に 商 店 街 の 掃 除 を 行 っ た り 地 域 の 現 状 に 対 応 し よ

う と 奮 闘 し て い る 。 で は 行 政 は 増 加 す る 外 国 人 に 対 し て ど の

よ う な 対 応 策 を と っ て い る の か 。 新 宿 区 は 多 文 化 共 生 連 絡 会

を 開 い て 住 民 や N P O 法 人・市 民 団 体 な ど と 区 の 外 国 人 に 関 す

る 問 題 の 意 見 交 換 を 行 っ て い る 。 し か し 議 論 を 行 う も の の 区

の 政 策 に 生 か さ れ る こ と は な か っ た と い う ( 新 宿 区 , 2 0 11 ) 。  

外 国 人 の 居 住 は 短 期 間 で 入 れ 替 わ っ て し ま う た め 施 策 に 反 映

す る こ と が 難 し い と 新 宿 区 は 述 べ て い る が 地 域 の 変 容 へ の 対

応 が 後 手 に 回 っ て し ま っ た た め 、 ホ ス ト 住 民 に よ る 地 域 マ ネ

ジ メ ン ト が 困 難 な 状 況 と な っ て い る 。 都 築 ( 1 9 9 9 )に よ る と 、

地 域 が 外 国 人 を 受 け 入 れ る 際 の 責 任 主 体 と し て 3 つ の パ タ ー

ン を 挙 げ て い る 。 1 つ 目 は 自 治 体 が 中 心 と な っ て 積 極 的 に 問

題 の 解 決 を 図 る 自 治 区 主 導 型 、 2 つ 目 は 行 政 が 積 極 的 に 関 与

す る 行 政 主 導 型 、 3 つ 目 は 商 工 会 な ど の 民 間 機 関 が 中 心 と な

る 民 間 主 導 型 で あ る 。 特 に 自 治 区 主 導 型 は 、 行 政 が 外 国 人 問

題 の 対 策 に 消 極 的 で あ る た め 自 治 区 が 外 国 人 受 け 入 れ の リ ス

ク と コ ス ト を 背 負 わ な け れ ば な ら な い 、 と 指 摘 し て い る 。 大

久 保 地 域 も 新 宿 区 に お け る 外 国 人 の 増 加 が み ら れ た に も 関 わ

ら ず 発 生 し た 問 題 に 対 し て 積 極 的 に 取 り 組 ま な か っ た た め 、

市 場 原 理 に よ っ て 韓 国 系 店 舗 の 進 出 が 促 さ れ た 。 そ れ に よ っ

て 既 存 店 舗 の 縮 小 や 住 環 境 の 悪 化 を 生 み 出 し て し ま っ た と い

え る 。 ホ ス ト 住 民 が 必 死 に な っ て 問 題 の 対 処 に あ た る が 解 決
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に は 至 ら な い 。 こ の こ と か ら 地 域 に 外 国 人 を 受 け 入 れ る 際 、

ガ イ ド ラ イ ン の 作 成 な ど 地 域 が ど の よ う な 態 度 ・ 姿 勢 で 外 国

人 を 受 け 入 れ る か と い う 指 針 を 行 政 が 積 極 的 と な っ て ホ ス ト

住 民 と と も に つ く る べ き で あ る と い え る 。  

 

Ⅴ ． お わ り に  

こ れ ま で の 内 容 を ま と め る と 、2 0 0 0 年 初 期 に 大 久 保 地 域 は

職 安 通 り 、 ま た 大 久 保 の 竹 下 通 り と い っ た 大 久 保 通 り に 向 か

う 路 地 を 中 心 に 韓 国 系 店 舗 の 出 店 が み ら れ た 。 そ れ は ビ ル の

テ ナ ン ト 化 が 進 む な か 、 バ ブ ル 崩 壊 の 後 に テ ナ ン ト の 空 室 を

埋 め る た め に 入 居 条 件 を 下 げ た こ と に よ っ て 、 外 国 人 の 入 居

が 促 さ れ た こ と に 起 因 す る 。 こ こ で 資 本 を 蓄 え た 韓 国 系 経 営

者 が 支 店 拡 大 ・ 多 角 経 営 を 行 う と 同 時 に 、 バ ブ ル 崩 壊 後 に 売

却 さ れ た ビ ル・不 動 産 を 取 得 し 新 た に 他 の 韓 国 系 店 舗 に 貸 す 、

と い っ た 過 程 を 経 て 韓 国 系 店 舗 の 増 加 が み ら れ た 。 一 方 、 新

大 久 保 商 店 街 は 2 0 0 0 年 初 期 段 階 で 韓 国 系 店 舗 の 参 入 が 始 ま

る も の の 、 ホ ス ト 住 民 や 大 久 保 地 域 近 隣 に 住 む 外 国 人 を 対 象

と し た 商 売 を 中 心 に 展 開 し て い た 。し か し 、2 0 0 2 年 か ら 2 0 0 4

年 に か け て の 韓 流 ブ ー ム に よ っ て 韓 国 文 化 に 注 目 が 集 ま る と

同 時 に 韓 国 系 店 舗 が 増 加 し 、 2 0 11 年 現 在 、 大 久 保 地 域 は 約

2 0 0 軒 の 韓 国 系 店 舗 を 有 す る 観 光 地 と な っ た 。2 0 0 0 年 頃 に 職

安 通 り で み ら れ た 韓 国 人 経 営 者 の 支 店 拡 大 ・ 多 角 経 営 、 そ し

て ビ ル や 不 動 産 の 買 収 が こ の 約 1 0 年 間 に お い て 大 久 保 通 り

で も 進 ん だ 。 ま た 観 光 客 の 取 り 込 み を 図 っ て 大 手 小 売 チ ェ ー

ン 、 ま た 日 本 人 が 経 営 す る 韓 国 系 店 舗 の 出 店 と い う 現 象 も み

ら れ る よ う に な っ た 。 韓 国 系 店 舗 の 進 出 の 要 因 と し て 大 久 保

通 り に お い て 既 存 店 舗 が 貸 し ビ ル 業 へ 転 換 し た こ と が 挙 げ ら
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れ る 。2 0 0 0 年 代 以 前 に テ ナ ン ト 化 し て い た ビ ル は 一 定 数 あ っ

た も の の 、2 0 0 0 年 初 期 か ら 現 在 ま で に 経 営 不 振・店 主 の 高 齢

化 に よ っ て 家 業 か ら 貸 し ビ ル 業 へ の 転 換 が 進 ん だ 。 そ こ へ 資

本 を 蓄 え た 韓 国 人 経 営 者 が よ り 駅 に 近 く 集 客 力 の 高 い 大 久 保

通 り へ 進 出 し テ ナ ン ト に 入 っ た こ と に よ っ て 韓 国 系 店 舗 が 増

加 し た 。2 0 11 年 に な る と メ デ ィ ア を 通 じ て 大 久 保 ＝ コ リ ア タ

ウ ン と し て 認 知 さ れ 、 観 光 客 が 訪 れ る よ う に な る と 韓 国 系 店

舗 と の 競 争 に 敗 れ た 店 舗 は 閉 店 し 、 そ こ へ さ ら に 韓 国 系 店 舗

が 商 機 を 狙 っ て 出 店 し た 。 こ の よ う に し て 大 久 保 通 り は 韓 国

系 店 舗 が 並 ぶ 商 店 街 へ と 変 容 し た の で あ る 。  

 外 国 人 集 住 地 域 を 語 る 際 、「 共 生 」と い う 言 葉 を よ く 目 に す

る 。 事 実 、 筆 者 自 身 も 「 共 生 」 と い う 言 葉 を 簡 単 に 用 い て い

た 。 し か し 、 ホ ス ト 住 民 か ら し て み れ ば 共 生 － つ ま り 外 国 人

と 対 等 に 暮 ら し 地 域 社 会 を と も に 構 成 し て い く 、 と い っ た 理

想 に は 程 遠 い 。 聞 き 取 り 調 査 の 中 で 「 自 分 の 生 ま れ 育 っ た ま

ち に あ る 日 外 国 人 が 突 然 や っ て き て そ の う ち 商 売 ま で 始 め て

ま ち が ど ん ど ん 変 わ っ て い っ た ら ど う 思 う ？ 今 の ま ち を 好 き

か と 聞 か れ て も 答 え に 困 っ て し ま う よ 」 と い う 言 葉 が 印 象 に

残 っ て い る 。 生 ま れ 育 っ た ま ち と い う の は 自 分 を 形 成 す る ア

イ デ ン テ ィ テ ィ の １ つ だ と 考 え る 。 そ れ を 好 き だ と 言 え な い

こ と は 自 分 の 一 部 を 否 定 す る こ と で も あ る 。 上 の 言 葉 を 聞 い

て 私 は 心 苦 し く な っ た 。 地 域 に 外 国 人 が い る ／ い な い に か か

わ ら ず 誰 も が 自 分 の ま ち を 好 き だ と 言 え る 、 そ の よ う な 尊 厳

あ る 暮 ら し こ そ 真 の 「 共 生 」 で あ る 、 と 今 回 の 調 査 を 通 じ て

気 付 か さ れ た 。  

 2 0 11 年 11 月 に J R 新 大 久 保 駅 の 高 架 横 に 都 市 計 画 道 路 補

助 第 7 2 号 線 が 開 通 し た 。こ れ に よ り 新 大 久 保 駅 か ら 高 田 馬 場
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間 の 線 路 に 沿 い の 道 が で き た こ と に な る 。 こ の 道 路 の 完 成 に

よ っ て 通 行 の 流 れ が 変 化 す る 可 能 性 も あ り 、 大 久 保 地 域 は こ

れ か ら も 変 容 を 続 け て い く と 考 え ら れ る 。 こ の 変 容 が 住 民 に

と っ て 少 し で も 良 い も の と な る よ う 願 わ ず に は い ら れ な い 。

筆 者 も 今 後 の 大 久 保 地 域 の 変 化 を 見 続 け て い き た い 。 (以 上 、

2 2 , 9 3 7 字 )  

 

＜ 謝 辞 ＞ 今 回 聞 き 取 り 調 査 を す る に あ た っ て 、 お 忙 し い 中 イ

ン タ ビ ュ ー に ご 協 力 頂 い た 新 大 久 保 商 店 街 振 興 組 合 の 皆 様 、3

月 に は 大 久 保 地 域 を ま ち 歩 き で 紹 介 し て く だ さ り 、 9 月 に は

そ の 後 半 年 間 の 動 向 を 教 え て く だ さ っ た 共 住 懇 の 山 本 重 幸 様 、

江 戸 時 代 か ら 現 在 の 大 久 保 地 域 の 貴 重 な 資 料 を 提 供 し て 頂 い

た 佐 竹 幸 一 様 、 そ し て 大 久 保 地 域 を 紹 介 し て 頂 き 、 執 筆 の 際

に 何 度 も 脱 線 し て し ま う 私 を 最 後 ま で 導 い て く だ さ っ た 指 導

教 授 の 山 崎 孝 史 先 生 に 厚 く お 礼 申 し あ げ ま す 。  

 

注 釈  

( 1 ) ”第 2 次 韓 流 ブ ー ム ”は 女 性 誌 な ど の メ デ ィ ア が 2 0 1 0 年 ～

2 0 11 年 に か け て K - P O P の 相 次 ぐ 日 本 進 出 を 表 現 し て い る 。

(女 性 セ ブ ン , 2 0 11 )  

( 2 )韓 国 で は 1 9 8 9 年 に 海 外 旅 行 の 完 全 自 由 化 と な っ た が 実 際

に は 8 0 年 代 以 降 、観 光 目 的 の 旅 券 発 行 は 随 時 緩 和 さ れ て い た 。

(稲 葉 , 2 0 0 8 )  

( 3 )外 国 人 比 率 ＝ 外 国 人 登 録 人 口 ÷ (住 民 基 本 台 帳 人 口 数 ＋ 外

国 人 登 録 人 口 )よ り 算 出 し た 。新 宿 自 治 創 造 研 究 所 ( 2 0 1 0 )の 手

法 を 参 考 と し て い る 。  

( 4 )大 久 保 特 別 出 張 所 の 管 轄 に は 百 人 町 1 丁 目 ・ 2 丁 目 ・ 3 丁
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目 ・ 4 丁 目 、 大 久 保 1 丁 目 ・ 2 丁 目 ・ 3 丁 目 、 新 宿 6 丁 目 ・ 7

丁 目 、 歌 舞 伎 町 2 丁 目 、 戸 山 3 丁 目 が 含 ま れ る 。  

( 5 )こ の イ ン タ ビ ュ ー は 2 0 11 年 9 月 に 行 っ た 当 時 は 空 き ビ ル

で あ っ た が 、 同 年 1 2 月 に 韓 国 系 の 店 舗 が ５ 軒 入 っ た 。  

( 6 ) 2 0 11 年 の 地 価 公 示 に よ る と 、路 地 (東 京 都 新 宿 区 大 久 保 1 -

1 4 - 7 )の 地 価 は 4 7 0 , 0 0 0 円 ／ m 2 で あ る 。一 方 、大 久 保 通 り (東

京 都 新 宿 区 百 人 町 1 - 1 6 - 1 4 )の 地 価 は 1 , 5 6 0 , 0 0 0 円 ／ m 2 で あ

る 。  
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ん  
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同 印 刷  
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会 ― 群 馬 県 太 田 ・ 大 泉 地 区 を 事 例 と し て ― 』 御 茶 の 水 書 房  

「 コ コ ニ 楽 し い 韓 国 ア リ マ ス ! ! 2 0 11 年 1 号 」K o r e a n - C u l t u r e  

C l u b  

「 コ リ ア タ ウ ン マ ッ プ  2 0 11  N o . 9」 株 式 会 社 巨 山  

佐 竹 幸 一 ( 2 0 0 8 )：「 大 久 保 エ ス ニ ッ ク マ ッ プ 」  

新 大 久 保 商 店 街 振 興 組 合 ( 2 0 11 )：「 天 使 の す む ま ち  新 大 久 保

に ぎ わ い M A P  2 0 11 年 7 月  N o . 2」  

新 宿 区 新 宿 自 治 創 造 研 究 所 ( 2 0 1 0 )：「 新 宿 自 治 創 造 研 究 所  研
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地 域 に お け る 多 文 化 共 生 の 推 進 に 向 け て ～ 」  

都 築 く る み ( 1 9 9 9 )：「 外 国 人 受 け 入 れ の 責 任 主 体 に 関 す る 都 市

間 比 較 ― 豊 田 市 の 事 例 を 中 心 に ， 大 泉 町 ， 浜 松 市 と の 比 較 か

ら ― 」 愛 知 学 泉 大 学 コ ミ ュ ニ テ ィ 政 策 学 部 紀 要   第 2 巻

1 2 7 p - 1 4 6 p   1 9 9 9 年 1 2 月  号  
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